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平
成
五
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

　
総
額
は
、
二
五
二
億
四
、
四
八
O
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
一
五
億
二
、
一
九
〇
万
円
、
六
・
四
％

　
増
の
積
極
型
予
算
で
す
。
今
月
は
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
二
警
か
ら
五
警
に
わ
た
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
　
一
五
九
億
三
〇
〇
万
円
（
七
・
O
％
増
）

特
別
会
計
　
九
三
億
四
、
一
八
○
万
円
（
五
・
五
％
増
）

　
左
表
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
の
当
初
予
算
の
規
模

で
す
。

　
一
般
会
計
は
一
五
九
億
三
〇
〇
万

円
（
一
〇
億
三
、
九
〇
〇
万
円
で
七
・

◆一般会計……159億300万円（7．0％）

◆特別会計…93億4，180万円　（5，5％）

・国民健康保険　…22億3，860万円　（6．5％）

・簡易水道、…10億1，820万円（△15．2％）

・下水道事業……30億300万円（27．4％）

・老人保健…29億8，040万円（△4．1％）

・農業集落

　　排水事業　………4，640万円（23．7％）

・駐　車　場………5，520万円（0．5％）

■総　　額…252億4，480万円（6．4％〉

◆水道事業会計

・収益的収入……………7億2，392万円

・　〃　支出……………7億3，838万円

・資本的収入……………1億3，456万円

・　〃　支出……………2億7，352万円

○
％
の
増
）
の
予
算
と
し
、
特
別
会

計
の
総
額
は
九
三
億
四
、
一
八
○
万

円
（
四
億
八
、
二
九
〇
万
円
で
五
・

五
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
勢
の
活
性

化
、
行
政
水
準
の
向
上
、
景
気
浮
揚

の
た
め
の
施
策
の
実
施
を
念
頭
に
お

き
、
健
全
財
政
の
確
保
に
努
め
る
こ

と
を
基
本
に
、
次
の
項
目
を
重
点
施

策
と
し
て
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
ほ
く
ほ
く
線
、
当
間
リ
ゾ
ー
ト
、

流
雪
溝
関
連
施
設
な
ど
供
用
開
始
年

度
が
決
定
し
て
い
る
事
業
を
最
優
先

②
上
・
下
水
道
や
ご
み
処
理
施
設
建

設
事
業
な
ど
継
続
事
業
に
重
点
配
分

③
駅
西
地
区
開
発
事
業
と
西
本
町
地

区
の
都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業
な
ど

，
将
来
を
見
通
し
て
、
今
行
わ
な
け
れ

（）対前年伸率会計別予算

ば
出
来
な
く
な
る
事
業
を
優
先

④
福
祉
の
充
実
、
と
り
わ
け
高
齢
化
社

会
を
迎
え
て
地
域
福
祉
基
金
の
充
実

⑤
制
度
融
資
の
拡
大
や
生
活
道
路
整

備
事
業
な
ど
、
景
気
に
配
慮
す
る
。

　
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
は
、
前
年
度
比
六
・
五
％
増

と
い
た
し
ま
し
た
。
予
算
の
中
心
と

な
る
医
療
費
が
、
四
年
の
診
療
報
酬

改
定
の
影
響
な
ど
で
医
療
給
付
費
一

人
当
た
り
七
・
六
％
上
昇
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
据
え
置
い

た
保
険
料
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
を
九
・
三
％
増
と
す
る
な
ど
努

力
し
ま
し
た
が
、
四
・
九
％
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
は
一
五
・
二
％
減
。
こ

れ
は
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
対
応
す
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　　　　　’
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その他
11億412万円
（6．9％）

地方交付税

49億2，515万円

　　（31．0％）

歳羨

朋
ー

税
姻
％

　
7
，
7

市
億
¢

　
4
3

労働費1億3，685万円（0．9％）

災害復旧費1億3，249万円（0．8％）

一予備費500万円　　　　　　　繰入金
　　　　　　（0．0％）　　　　　　　5億9，003万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．7％）

　　　　　　　　　　　　　県支出金
　　　　　　　　　　　　　8億590万円
　　　　　　　　　　　　　（5．1％）
　　土木費

　　38億1，783万円

　　（24．0％）　　　　　　　園庫古出金
幣鵜詠
　　　　（7．5％）

市債
12億1，830万円
（7．7％）

　　　諸収入
　16億8，785万円
　　（10．6％）

　　　　　　　議会費
消防費　　　　1億8，903万円
5億1，151万円　　（1．2％）
（3．2％）

農林水産業費
7億5，9Q1万円
　　（4．8％）

衛生費
10億6，108万円
　　　／（6．7％）

　民生費
24億9，292万円

　（15．7％）

　　欝歳

商工費　＼
13億501万円
（8．2％）

　公債費
16億8，895万円
（10．6％）　ノ

18織円／1灘ア1

る
馬
場
水
沢
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事

業
の
単
年
度
事
業
費
の
減
額
が
主
な

理
由
で
す
。
下
水
道
事
業
は
二
七
・

四
％
の
大
巾
な
増
。
主
と
し
て
下
水

処
理
場
増
設
工
事
に
よ
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健
は
四
・
一
％
の
減
と
な
り

ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
二
三
・

七
％
増
。
平
成
六
年
度
着
工
を
予
定

し
て
い
る
鐙
島
地
区
の
調
査
費
を
計

上
し
ま
し
た
。
駐
車
場
は
○
・
五
％

の
微
増
で
す
。
看
板
設
置
工
事
な
ど

を
行
い
利
用
者
の
利
便
を
図
り
、
利

用
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
差
引
不
足
額
一
億

三
、
八
九
六
万
円
は
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。
道
路
改
良

関
連
の
配
水
管
網
整
備
や
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
更
新
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

轟
戴
響
辱
轟
駕
》

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
最
も
多

く
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
市
税
、

諸
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に

比
べ
て
増
と
な
っ
た
項
目
で
は
、

①
市
税
は
一
・
三
％
の
微
増
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
景
気
後
退
で
法
人
税

割
、
償
却
資
産
税
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
た
め
で
す
。

②
地
方
交
付
税
は
ご
み
処
理
施
設
建

設
事
業
に
伴
う
事
業
費
補
正
が
終
了

し
た
こ
と
に
よ
り
O
・
七
％
の
微
増

③
国
庫
支
出
金
は
都
市
拠
点
総
合
整

備
や
公
民
館
本
館
増
築
事
業
な
ど
の

新
規
補
助
事
業
に
よ
り
六
・
八
％
の
増

④
県
支
出
金
は
ほ
く
ほ
く
線
駅
周
辺

施
設
整
備
や
利
雪
親
雪
地
域
づ
く
り

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
一
九
・
一
％

の
増
⑤
繰
入
金
は
財
政
調
整
基
金
二
億

五
、
○
O
O
万
円
の
取
崩
が
あ
り
二

一
・
二
％
の
増

⑥
諸
収
入
は
制
度
資
金
貸
付
回
収
金

が
あ
り
三
〇
・
○
％
の
増

⑦
市
債
は
前
年
度
よ
り
三
億
九
八
O

万
円
多
く
見
込
み
三
四
・
一
％
の
増

と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
は
、
昨
年
度
と
同
じ
く
土
木

費
が
ト
ッ
プ
で
、
次
い
で
民
生
費
総

務
費
、
教
育
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お

金
「
歳
出
」
の
多
い
順
は
、
道
路
や

公
園
整
備
、
利
雪
親
雪
地
域
づ
く
り

整
備
、
都
市
拠
点
総
合
整
備
な
ど
に

使
わ
れ
る
土
木
費
が
ト
ッ
プ
で
八
万

二
、
七
三
〇
円
、
次
い
で
老
人
、
体

の
不
自
由
な
人
た
ち
に
使
わ
れ
る
民

生
費
で
五
万
四
、
〇
二
〇
円
、
総
務

費
、
教
育
費
公
債
費
と
続
き
ま
す
。

合
わ
せ
る
と
三
四
万
四
、
六
〇
九
円

に
な
り
ま
す
。

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
の

福
祉
の
た
め
に
、
ど
ん
な
事
業
に
使

わ
れ
る
か
、
主
な
も
の
を
次
の
ぺ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

一般会計を市民・一人当たりに直すと　　　　　　　　　田　　　　　　　　9　　　　　　　0　　　　　　6
　　　　　’
　　　　4　　　4　　　3　出歳
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ノ
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〃

．
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ヤ
　
　
〆
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．
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》

髪、，野、M
ヤ邑辮

．
し

／：

し
い
　
、
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、

　奪
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　q　

◎　 ・　9

虐
　
　
　
濃
苧

u
　
　
．
説

ゆ
　
　
無
か

土　木　費

82，730円
公債費教育費総務費民生費
36，599円　40，350円　42，065円　54，020円

商　工　費

28，279円

その他農林水産業費衛生費
21，126円　16，447円　22，993円

平成5年4月10日3とおガ夢お
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　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　癒円

　　　　　　　　　懸　　　　　　　　羅　　　　　　の　　　　　業　　　事　要主

土　　木　　費

道路交通網の整備を進めます

・道路新設改良事業（島・稲荷町線ほか9路

　　線）・・…一………・・……一……6億7，978

・道路橋りょう修繕工事（原反り目線ほか9

　　路線）　………・………・・一…一・…3，600

・リゾート関連道路工事（市道水沢珠川線の

　　改良）一…一…・…・…一……・1億1，347

克雪・利雪を進めます

・道路除雪費・一……一一・一……3億6，694

・利雪親雪地域づくり整備事業……1億6，225

・流雪溝関連整備事業（送水管布設工事、流

　　雪溝整備等）…………一一・…1億1，100

・流雪溝用水中継ポンプ場築造工事

　　　　　　　　　　………・・♂……1億7，500

・克雪住宅づくり資金貸付事業……4億4，900

都市基盤の整備を進めます

・駅西地区土地区画整理事業………1億6，270

・都市拠点総合整備事業………………3，615

民　　生　　費

高齢者福祉の充実を進めます

・三好園増築工事補助金・………………・・1億

・老人ホームヘルプサービス事業……2，068

・デイ・サービス運営事業……………6，137

・老人短期入所事業一……・・………・…1，720

社会福祉の充実を進めます

・つくし園運営事業一…・……・……・…1，449

・身体障害者デイ・サービス事業……1，023

・ふれあいまちづくり事業補助（社協）624

・ひとり親家庭等医療費助成事業………494

総　　務　　費

平成8年度ほくほく線開業に向けて

・十日町駅地下道建設………………3億9，814

・十日町駅西口広場整備……………1億4，389

・北越急行㈱への出資金………………5，120

交流事業を進めます

・一般コミュニティ事業補助金（下条温泉セ

　　ンター整備事業補助金）…………2，000

・まちづくり特別補助実施事業（ガイドブッ

　　ク「うまし里中条」作成事業）………46

・衆議院議員・市長・農業委員会委員の選挙

　　費……一一…・一・……・…・………・3，511

・地域福祉基金積立……・……一…・一1億100

教　　育　　費

学校施設・設備を充実します

・八箇小学校プール建設事業…………4，504

雫
…
困
…
劉
，

道
路
・
克
雪
・
都
市
基
盤
を
整
備
し

ま
す

　
生
活
関
連
道
路
の
整
備
や
克
雪
対

策
、
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
、

都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業
を
重
点
に

進
め
ま
す
。
道
路
整
備
で
は
、
継
続
・

新
規
事
業
を
合
わ
せ
て
四
十

九
路
線
の
改
良
整
備
が
行
わ

れ
ま
す
。
克
雪
対
策
で
は
、

下
条
地
内
に
土
の
上
で
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
で
き
る
運
動
場

付
き
の
集
会
施
設
を
建
設
し

ま
す
。
昨
年
五
月
の
妻
有
大

橋
開
通
に
よ
り
J
R
補
償
用

水
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、

平
成
六
年
供
用
開
始
に
向
け

て
流
雪
溝
用
水
送
水
中
継
ポ

ン
プ
場
本
体
の
築
造
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
克
雪

住
宅
づ
く
り
や
利
雪
親
雪
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
本
年
度
は
基
準
地
積
の
確
定
を

行
い
、
仮
換
地
指
定
の
準
備
を
行
う

予
定
で
す
。
併
わ
せ
て
区
画
整
理
事

業
全
体
の
実
施
設
計
、
実
施
計
画
を

行
い
ま
す
。
都
市
拠
点
総
合
整
備
事

業
で
は
、
平
成
七
年
度
着
工
に
向
け

て
五
・
六
年
の
二
か
年
で
情
報
館
な

ど
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

劉
恥
，
皇
…
費

福
祉
の
充
実
を
進
め
ま
す

　
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
皆
さ

ん
、
ま
た
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
き
め
細
か
な
各
種
の
事
業

を
進
め
ま
す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」

の
増
改
築
工
事
や
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
、
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
重

度
心
身
障
害
児
小
規
模
通
園
事
業

「
つ
く
し
園
」
を
今
年
度
か
ら
市
で

運
営
し
ま
す
．

響
給
，
膨
…
賓
，

十
日
町
駅
地
下
道
を
建
設
し
ま
す

　
ほ
く
ほ
く
線
の
平
成
八
年
度
開
業

に
向
け
て
、
十
日
町
駅
西
口
広
場
整

備
・
地
下
道
建
設
・
北
越
急
行
株
式

会
社
へ
の
出
資
を
行
い
ま
す
。

　
本
年
度
任
期
満
了
に
よ
る
衆
議
院

議
員
・
市
長
・
農
業
委
員
会
委
員
の

三
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
週
休
二
日
制
移
行
に
伴
い
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
極
力
避
け
る
方
法

と
し
て
、
二
十
四
時
間
受
付
、
年
中

無
休
で
市
の
窓
口
の
手
続
き
や
休
日

救
急
医
な
ど
の
案
内
を
電
話
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
「
と
お
か
ま
ち
ふ
れ

あ
い
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」
が
四
月
一

日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
度
に
設
置
さ
れ

た
地
域
福
祉
基
金
に
本
年
度
も
積
立

を
行
い
、
老
人
福
祉
対
策
の
財
源
確

保
を
図
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
活
用
事
業
と
し
て
、
本
年
度
は

下
条
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
補
助

し
ま
す
。
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7
霞
…
費
，

学
校
施
設
・
設
備
を
充
実
し
ま
す

　
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事

業
が
前
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

一
・
四
％
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
八
箇
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
、
中

条
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
工
事
、

下
条
小
学
校
屋
上
防
水
工
事
、
公
民

館
利
用
団
体
な
ど
よ
り
強
い
要
望
が

あ
り
ま
し
た
公
民
館
本
館
の
増
築
工

事
を
行
い
ま
す
。
南
中
学
校
柔
剣
道

場
・
給
食
調
理
場
建
設
を
平
成
六
年

度
に
予
定
し
て
い
て
、
本
年
度
は
そ

の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
で
は
、
市
史
編
さ
ん
出

版
事
業
、
「
心
豊
か
で
創
造
性
に
富
む

人
間
の
育
成
」
を
目
標
と
し
た
県
単

事
業
で
あ
る
「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
」

推
進
事
業
、
博
物
館
常
設
展
示
室
の

展
示
替
を
五
・
六
年
の
二
か
年
継
続

で
行
い
ま
す
．

四
商
…
鶉
，
…
餐
、

商
業
集
積
整
備
基
本
構
想
等

　
　
　
　
　
作
成
調
査
を
行
い
ま
す

　
地
場
産
業
特
別
対
策
資
金
な
ど
の

市
の
制
度
資
金
の
貸
付
枠
を
拡
大
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
景
気
浮
揚
対
策
・
進

出
企
業
対
策
・
雇
用
対
策
を
行
う
も

の
で
す
。
新
規
事
業
と
し
て
は
、
ほ
く

ほ
く
線
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
向
け
て
、

十
日
町
ら
し
さ
を
生
か
し
た
商
店
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
現
況
調
査
や
商

業
集
積
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
に
、

商
業
集
積
整
備
基
本
構
想
等
作
成
調

査
を
国
の
補
助
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

閏
衡
…
蝦
i
劃
、

山
間
地
集
落
に
下
水
道
の
普
及
を

欝

、
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
㎜

　
市
で
は
、
市
内
全
域
に
下
水
道
を

布
設
し
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
計

画
で
す
。
現
在
は
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
の
三
つ
の
制
度
を
利
用
し
て

下
水
道
の
普
及
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
四
つ
目
の
制
度
で
あ
る

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を

取
り
入
れ
、
山
間
地
集
落
の
下
水
道

の
普
及
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
年

度
は
赤
倉
地
区
の
二
十
世
帯
を
対
象

に
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
看
護
婦
等
就
学
資
金
貸
付
金
を
月

一
万
円
か
ら
二
万
五
千
円
に
増
額
し

ま
す
．
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
係

る
環
境
監
視
を
実
施
す
る
な
ど
住
み

良
い
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
ま
す
．

ま
た
各
種
健
（
検
）
診
、
予
防
接
種
、

健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

饗
梱
加
産
業
劉

農
業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
r

　
農
業
は
、
農
作
物
の
輸
入
自
由
化
、

コ
メ
市
場
開
放
問
題
、
農
業
の
担
い

手
確
保
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
特
に
豪
雪
地
で
零
細
農
家

の
多
い
十
日
町
市
で
は
足
腰
の
強
い

農
業
基
盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
生
産
基
盤
づ
く
り
や
環
境
整
備
の

た
め
の
農
村
総
合
整
備
事
業
や
省
力

化
の
た
め
の
ほ
場
・
農
道
整
備
事
業
、

担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
近
代
化
施

設
の
建
設
を
進
め
る
農
用
地
有
効
利

用
モ
デ
ル
集
落
整
備
事
業
を
行
い
ま

す
。
ま
た
小
規
模
土
地
改
良
事
業
に

対
す
る
補
助
金
を
拡
大
し
、
山
間
地

の
補
助
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

馨
議
　
禽
、
｝
費

議
員
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
設
置
し
ま
す

　
市
議
会
議
員
の
一
人
ひ
と
り
の
自

宅
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
は
事
務
連
絡
や
緊
急
連
絡
を
速

や
か
に
行
う
た
め
に
導
入
さ
れ
る
も

の
で
、
番
号
は
公
表
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・下条小学校屋上防水工事…………一2，380

・水沢中学校スクールバス購入事業……638

・南中学校柔剣道場・給食調理場建設事業

　　　　　　　　　　　……一一・一1，000

・いきいきスクール推進事業一一一一853

文化財保護と社会教育を進めます

・公民館本館増築工事…一…一一一・・9，090

・博物館常設展示室展示替工事一・・一1，000

・市史編さん出版事業一…一・………・3，633

・図書館建設準備費（図書購入ほか）　1，270

スポーツやレク施設の整備を進めます

・市民プール整備事業（幼児用プールすべり

　　台取替工事）　一一一…・…・・……一・200

・生涯スポーツ推進事業・・一……………・300

商　　工　　費

商工業の振興を進めます

・工場建設資金貸付金事業…一……4億1，977

・産業育成資金貸付事業一…………1億4，500

・中小企業振興資金貸付事業………1億4，750

・商業集積整備基本構想等作成調査事業

　　　　　　　　　　　………………1，000

城ヶ丘多目的広場を充実させます

・城ヶ丘観光施設整備事業（トイレ兼管理棟

　　建設工事）…・……・一…・…一・…1，600

・城ヶ丘多目的広場竣工記念事業・・…一一70

衛　　生　　費

生活環境を整備します

・合併処理浄化槽設置整備事業………2，263

・共同下水溝新設（改良）工事（新座・赤倉）

　　　　　　　　　　　　●…　。・・・…　。・…　。。547

・リゾート開発に係る環境監視事業一…123

健康・医療体制を充実させます

・老人健康診査・・…………一一・・…・一7，804

・各種予防接種事業……・………一・…1，318

・診療所施設整備資金貸付事業………4，534

農林水産業費
農業・林業の振興を進めます

・細尾ふれあいセンター整備事業………625

・農用地有効利用モデル集落整備事業（川北
　　　　もみ
　　組合籾乾燥施設整備）　…一………4，200

・県営ほ場整備事業

　　吉田南部地区・苗場下段地区……2，681

　　四日町地区・中条地区……………2，295

・農村総合整備モデル事業……………1億912

・特用林産地化形成総合対策事業補助金（森

　　林組合なめこ培養センター拡大）　4，346

議　　会　　費

・議員ファクシミリ設置事業……………435

5とお』げ夢豊　平成5年4月10日
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関
係
地
域
の
要
望
を
反
映
し
、
全
国
に
例
の
な
い
協
定
内
容

審議会の終了後、丸山市長に協定書等の遵守と市民のためのリゾート開
発を具申する水野審議会会長

　
市
で
は
、
十
日
町
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
環
境
を
保
全
し
、
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
市
民
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
十
日

町
市
環
境
保
全
条
例
を
昨
年
三
月
に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
基
づ

き
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
事
業
活
動
に
伴
う
農
薬
な
ど
を
規
制
す

る
協
定
書
の
内
容
を
会
社
・
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
ま
で
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
月
二
十
五
日
の
第
四
回
十
日
町
市
環
境
保

全
審
議
会
（
会
長
水
野
寛
男
）
で
、
十
年
後
の
無
農
薬
化
、
監
視
機
関
の

設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
協
定
書
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
当
問
高
原
リ
ゾ

ー
ト
開
発
は
、
地
権
者
の
全
員
同
意
と
環
境
保
全
協
定
書
が
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
申
請
中
の
林
地
開
発
な
ど
の
許
可
が
お
り
し
だ
い

に
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
に
も
例
の
な
い
厳
し
い
規
制

の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
協
定
書
等
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

環
境
保
全
協
定

　
　
　
　
　
　
の
内
容
は

　
市
で
は
一
昨
年
以
来
、
新
潟
県
が

示
し
た
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
係
る
環
境

保
全
モ
デ
ル
協
定
書
や
新
潟
県
内
で

締
結
さ
れ
た
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
協
定
書
の

素
案
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
三
月
二
十
六
旧
に
は
、
㈱

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
よ
り
環
境
影
響

評
価
準
備
書
が
提
示
さ
れ
、
市
民
に

縦
覧
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
一
日
に
第
一
回
十
日
町

市
環
境
保
全
審
議
会
を
開
催
し
、
環

境
保
全
協
定
書
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
関
係
地
域
の
意
見
・
要

望
等
を
反
映
す
る
よ
う
指
摘
を
受
け

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
九
月
二
日
よ
り
関
係
地

域
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
意

見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
研
究
会
や
リ

ゾ
ー
ト
開
発
促
進
委
員
会
に
よ
る
環

境
保
全
検
討
委
員
会
か
ら
の
意
見
書

等
を
受
け
、
協
定
書
の
修
正
を
行
い
、

そ
の
つ
ど
関
係
者
に
協
定
案
を
提
示

し
て
き
ま
し
た
。

　
関
係
地
域
等
か
ら
の
主
な
指
摘
・

要
望
事
項
は

①
開
発
の
事
業
主
体
が
市
も
出
資
し

て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
協
定
は
市
を
含
め
た
会
社
と

関
係
地
域
と
で
締
結
す
べ
き
で
あ
る
。

②
第
三
者
的
立
場
の
環
境
監
視
機
関

の
権
限
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

③
無
農
薬
管
理
の
実
現
年
度
を
明
確

に
す
べ
き
で
あ
る
。

④
施
設
の
変
更
や
新
た
な
農
薬
を
使

用
す
る
な
ど
、
環
境
保
全
協
定
書
や

環
境
保
全
計
画
書
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
関
係
地
域
住
民
に
も
説
明
す
べ

き
で
あ
る
。

⑤
農
薬
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
国
が

定
め
た
値
よ
り
厳
し
い
も
の
に
し
て

ほ
し
い
。

⑥
全
農
薬
成
分
と
全
窒
素
、
全
リ
ン

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
調
整
池
で
測

定
す
る
も
の
と
し
、
測
定
回
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

⑦
ヤ
シ
ガ
ラ
炭
を
吸
着
材
と
し
た
農
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薬
除
去
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
吸
着
材
の
交
換
時
期

に
つ
い
て
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

⑧
監
視
基
準
値
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
に
お
い
て
新
た
に
規

制
値
等
が
示
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
つ

ど
適
切
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

⑨
監
視
項
目
や
監
視
基
準
値
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
理
解
を
深
め
る
た
め
、

調
整
池
等
に
魚
類
（
メ
ダ
カ
等
）
を

放
す
な
ど
目
で
監
視
で
き
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

⑩
環
境
監
視
機
関
や
集
落
独
自
の
総

合
的
な
環
境
監
視
組
織
に
つ
い
て
は
、

市
と
会
社
は
そ
の
運
用
・
育
成
に
つ

い
て
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ

し
い
。
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
指
摘
事
項
等
を
㈱
当
間

高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
精
力
的
に
検
討
し
、

最
終
的
に
は
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
ほ
と
ん
ど
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
三
月
十
五
日
、
二
十

三
日
に
最
終
確
認
の
地
元
説
明
会
を

実
施
し
、
二
十
五
日
に
十
日
町
市
環

境
保
全
審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
書
は
、
第
三
者
的
立
場
の
環

境
監
視
機
関
の
設
置
、
着
工
後
十
年

を
目
標
と
し
た
無
農
薬
管
理
を
明

記
、
農
薬
成
分
の
決
め
細
か
な
測
定

や
農
薬
除
去
装
置
の
設
置
な
ど
、
全

国
的
に
見
て
も
、
会
社
に
と
っ
て
は

極
め
て
厳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
協
定
書
の
締
結
は
、
現
在
申
請
中

の
林
地
開
発
な
ど
開
発
許
可
が
お
り

次
第
、
開
発
基
本
協
定
と
同
時
に
行

う
予
定
で
す
。

環
境
保
全
協
定
書
の

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
環
境
保
全
協
定
書
の
締
結
は
、
リ

ゾ
ー
ト
開
発
と
事
業
活
動
に
よ
る
公

害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

自
然
環
境
を
保
全
し
、
地
域
の
良
好

な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
主
な
条
文
の
み
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
第
一
条
（
環
境
保
全
の
基
本
理
念
）

　
会
社
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
及
び
事

業
活
動
に
よ
る
公
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
環
境
保
全
措
置
を
誠
実
に
実

境
保
全
対
策
に
積
極
的
に
協
力
す
る

も
の
と
す
る
。

（
二
項
）
会
社
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発

行
為
に
ょ
る
自
然
環
境
の
改
変
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
積
極

的
な
自
然
環
境
の
回
復
を
図
る
も
の

と
す
る
。

◆
第
三
条
・
第
四
条
（
開
発
及
び
事

業
活
動
並
び
に
建
設
工
事
に
係
る
環

境
保
全
）

（
二
項
）
市
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発

及
び
事
業
活
動
並
び
に
建
設
工
事
に

伴
い
、
会
社
が
公
害
を
発
生
さ
せ
、

施
す
る
と
と
も
に
、
市
の
講
じ
る
環

若
し
く
は
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
自
然
環
境

へ
の
著
し
い
影
響
を
発
生
さ
せ
若
し

く
は
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
会
社
に
対
し
、
そ

の
原
因
と
な
る
開
発
行
為
及
び
事
業

活
動
に
つ
い
て
改
善
又
は
中
止
を
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
三
項
）
会
社
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
る
市
の
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、

直
ち
に
当
該
開
発
行
為
及
び
事
業
活

動
並
び
に
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
市

と
協
議
の
う
え
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
第
七
条
（
報
告
及
び
立
入
検
査
）

　
市
及
び
環
境
監
視
機
関
は
、
こ
の

協
定
の
履
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
会
社
に
対
し
て
報
告
を
求
め
、

又
は
市
の
職
員
及
び
環
境
監
視
機
関

の
構
成
員
に
、
開
発
区
域
内
に
立
入

り
、
施
設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
で

き
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
立
入
検
査

に
は
住
民
も
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。

◆
第
八
条
（
住
民
へ
の
公
開
等
）

　
市
及
び
会
社
は
、
こ
の
協
定
に
基

づ
く
環
境
保
全
計
画
書
、
農
薬
等
使

用
計
画
書
、
農
薬
等
使
用
実
績
報
告

書
、
排
水
・
地
下
水
等
の
監
視
結
果
、

立
入
検
査
結
果
は
、
公
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◆
第
九
条
（
苦
情
へ
の
対
応
）

　
会
社
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
及
び

事
業
活
動
に
伴
い
、
住
民
等
か
ら
公

害
苦
情
の
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き

は
、
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
に
対
応
す

る
も
の
と
す
る
。

◆
第
十
条
（
被
害
補
償
等
）

　
市
は
、
開
発
及
び
事
業
活
動
に
起

因
す
る
と
推
定
さ
れ
る
公
害
又
は
災

害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
会
社
及
び

関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
調
査
を
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の

原
因
が
会
社
に
よ
る
開
発
及
び
事
業

活
動
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
と

き
は
、
会
社
は
故
意
、
過
失
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
誠
意
を
も
っ
て
被
害
補

償
、
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

◆
第
十
一
条
（
施
設
等
の
変
更
）

　
会
社
は
、
施
設
を
新
増
設
又
は
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
環
境
保

全
計
画
書
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
事
前
に
そ
の
計
画
書
を
市
に

提
出
し
、
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
（
二
項
）
会
社
は
、
前
項
の
計
画
書

の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境
監
視
機
関

の
同
意
を
得
る
と
と
も
に
、
必
要
に

よ
り
関
係
地
域
住
民
に
説
明
す
る
も

の
と
す
る
。

　
（
三
項
）
会
社
は
、
市
が
前
項
の
同

意
を
得
た
後
に
、
第
一
項
の
承
認
を

行
う
も
の
と
す
る
。

◆
第
十
二
条
（
協
議
・
改
定
）

　
こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事
項
及

ー
び
こ
の
協
定
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
疑
義
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
協
定

を
改
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、

そ
の
都
度
、
環
境
監
視
機
関
の
同
意

を
得
る
と
と
も
に
、
必
要
に
よ
り
関

係
地
域
住
民
に
説
明
し
た
う
え
で
、

市
と
会
社
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。
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婁
、
算
峰
藍

環
境
保
全
計
画
書

　
　
　
　
　
　
の
骨
子

　
環
境
保
全
協
定
書
に
基
づ
き
、
大

気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
騒
音
・
振
動

防
止
、
農
薬
等
の
適
正
使
用
、
廃
棄

物
対
策
や
水
質
な
ど
の
監
視
測
定
地

点
や
基
準
値
な
ど
を
具
体
的
に
明
記

し
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
対
し

て
、
遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
も

の
で
す
。

◆
開
発
に
係
る
基
本
的
な
環
境
の
保

全①
森
林
、
地
形
、
地
質
の
保
全

②
動
植
物
環
境
の
保
全

③
景
観
の
保
全

◆
建
設
工
事
に
係
る
環
境
の
保
全

①
騒
音
・
振
動
の
防
止
6

②
水
質
汚
濁
の
防
止

③
工
事
の
粉
じ
ん
飛
散
防
止

④
廃
棄
物
対
策

◆
事
業
活
動
に
伴
う
環
境
保
全

①
大
気
汚
染
の
防
止

②
水
質
汚
濁
の
防
止

③
農
薬
等
適
正
使
用

④
廃
棄
物
対
策

◆
環
境
保
全
計
画
の
変
更

ー

農
薬
等
の
適
正
使
用

　
全
国
の
ゴ
ル
フ
場
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
農
薬
の
使
用
に
つ
い
て
、
㈱

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
に
使
用
を
規
制
し
、
管
理
を

徹
底
す
る
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

◆
使
用
で
き
る
農
薬
の
総
量
は
、
年

間
一
・
三
ト
ン
以
内
（
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
他
）
と
し
、
今
後
と
も
農
薬
の
使

　　　　　　　　　　　　　平成5年3月25日
＋日町市長丸山尚政殿

　　　　　　　　　　十日町市環境保全審議会

　　　　　　　　　　会長水野寛男
当間高原リゾート開発に係る環境保全協定書（案）に

　　　　ついての審議結果に基づく具申

　市民が健康で快適な生活ができるよう、良好な環

境を確保することは極めて重要であり、この対策に

ついては万全を期す必要があることは言うまでもあ

りません。

　このたび、当間高原珠川エリアにおけるリゾート

開発事業の着手にあたり、十日町市環境保全条例に

基づく環境保全協定書の締結については、関係地域

住民の要望を受け、きめ細かな対応が取り入れられ、

ここに協定書（案）の審議を終了するに至りました

ことは同慶にたえません。

　㈱当間高原リゾート並びに行政当局のご努力に敬

意を表すところです。

　今後は、環境問題に対する市民意識の高揚を図る

とともに、本協定書及び環境保全計画書並びに監視

要綱等の運用には意を用い、これらを遵守し、開発

計画に添った事業が展開されることと、地域経済の

活性化と市民のためになるリゾート開発の推進に、

より一層ご尽力されることを要望致します。

用
を
極
力
削
減
す
る
。

◆
会
社
は
、
着
工
後
十
年
を
目
標
に

無
農
薬
管
理
実
現
に
向
け
、
年
次
計

画
を
た
て
、
芝
草
関
連
資
材
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
継
続
的
に
実
現

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
や
見
通

し
に
つ
い
て
毎
年
度
末
に
市
に
報
告

す
る
。

◆
農
薬
取
締
法
に
基
づ
く
登
録
農
薬

を
使
用
す
る
も
の
と
し
、
国
（
厚
生

省
・
環
境
庁
）
で
定
め
た
も
の
、
あ

る
い
は
A
D
I
（
一
日
摂
取
許
容
量
）

が
明
示
さ
れ
て
い
る
農
薬
を
使
用
す

る
。
人
畜
毒
性
区
分
に
お
け
る
普
通

物
、
魚
毒
性
に
お
い
て
は
A
な
い
し
B

類
の
毒
性
の
低
い
も
の
を
使
用
す
る
。

◆
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
の
農
薬
使
用
は
、

雪
腐
れ
病
の
対
策
を
除
き
、
予
防
散

布
は
行
わ
ず
、
ス
ポ
ッ
ト
散
布
（
病

害
虫
の
発
生
部
分
だ
け
の
散
布
）
に

よ
る
初
期
治
療
に
よ
り
対
応
す
る
。

ま
た
、
除
草
剤
に
つ
い
て
は
グ
リ
ー

ン
及
び
テ
ィ
ー
に
お
い
て
は
使
用
せ

ず
手
取
り
除
草
と
し
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ

イ
に
お
い
て
は
、
刈
り
込
み
対
応
を

基
本
に
集
団
発
生
部
分
等
の
み
ス
ポ

ッ
ト
散
布
で
対
応
す
る
。
な
お
、
ラ

フ
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
農
薬
は

使
用
し
な
い
。

◆
大
気
汚
染
へ
の
飛
散
防
止
、
ま
た

雨
水
に
よ
る
散
布
農
薬
等
の
流
出
を

極
力
抑
制
す
る
た
め
、
気
象
状
況
に

十
分
留
意
す
る
。

◆
農
薬
汚
染
防
止
対
策
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
か
ら
の
表
流
水
と
暗
渠
排
水

．
に
つ
い
て
は
、
ヤ
シ
ガ
ラ
炭
を
吸
着

材
と
し
た
農
薬
除
去
装
置
を
設
置
す

る
。

環
境
監
視
要
綱
の

　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し

　
十
日
町
市
と
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
が
締
結
す
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
係

る
環
境
保
全
協
定
書
と
環
境
保
全
計

画
書
に
基
づ
き
、
環
境
監
視
に
つ
い

て
必
要
な
こ
と
を
定
め
る
た
め
環
境

監
視
要
綱
を
策
定
し
ま
す
。

◆
環
境
監
視
機
関
の
構
成

　
環
境
監
視
委
員
会
の
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
学
識
経
験
者
　
　
若
干
名

②
市
議
会
代
表
　
　
一
名

地元説明会で環境保全協定の内容を熱心に検討

③
行
政
機
関
代
表
　
若
干
名

④
十
日
町
市
環
境
保
全
審
議

会
代
表
一
名

⑤
関
係
集
落
（
珠
川
、
水
沢
、

馬
場
、
市
ノ
沢
、
中
在
家
、

太
田
島
、
他
中
里
村
関
係
集

落
）
各
集
落
2
名
程
度

◆
監
視
委
員
会
の
任
務

①
水
質
等
の
調
査
及
び
測
定

・
調
査
期
の
設
定

・
水
質
等
の
測
定
調
査

・
測
定
業
者
等
の
選
定

・
農
薬
保
管
庫
等
の
施
設
並

び
に
物
品
及
び
農
薬
等
使
用

薬
剤
並
び
に
肥
料
の
調
査
，

②
調
査
及
び
測
定
結
果
の
評
価

③
施
設
の
新
増
設
、
変
更
又
は
環
境

　
保
全
計
画
書
の
変
更
（
新
た
な
農

　
薬
成
分
使
用
を
含
む
）
に
関
す
る

　
審
議

④
協
定
書
の
変
更
に
関
す
る
審
議

⑤
そ
の
他
環
境
監
視
に
つ
い
て
必
要

　
な
こ
と

◆
監
視
に
基
づ
く
措
置

　
市
は
、
監
視
委
員
会
の
監
視
結
果

に
対
す
る
意
見
に
基
づ
き
、
会
社
に

対
し
て
改
善
又
は
中
止
の
指
示
を
書

面
を
も
っ
て
行
う
。

◆
庶
　
務

　
監
視
委
員
会
の
庶
務
は
、
市
民
部

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
で
行
う
。
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噛
一

騨
楓
的
霜
黒
雲
霜
a

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
暴

騰
で
、
国
土
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ
る

と
い
っ
た
事
態
は
起
こ
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た
め
に

制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
は

土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を

抑
制
し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
土
地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制
を
設

け
て
い
ま
す
。
下
表
の
一
定
面
積
以
上

の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

定
面
積
以
上
の
取
引
は
届
出
が
必
要

は
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
屈
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
、

合
計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
一

団
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
届
出
が
必
要

で
す
。
胃
財
が
倒
劇
約
訓
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま

で
に
市
役
所
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
（
届

出
用
紙
は
、
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価
格

と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
し
、
不
適

当
と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の
中
止
ま

た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
届
出
日

か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
し
な
い
旨
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を
受
け

取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。騨
岳
が
酬
妥
奎
地
畢

　
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取
引

は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

①
売
買
②
共
有
持
分
の
譲
渡
③
営
業
譲

渡
④
譲
渡
担
保
⑤
代
物
弁
済
⑥
交
換
⑦

験
平
成
5
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
三
月
二
十
六
日
に
国
土
庁
か
ら
平
成

五
年
の
地
価
公
示
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域
内
の

各
地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
土
地
（
こ
れ
を
標
準
地
と
い
い
ま

す
）
を
選
ん
で
そ
の
適
正
な
土
地
価
格

を
公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定
士
が

鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
、
国
、
地
方

公
共
団
体
等
が
公
共
用
地
等
を
買
う
場

合
の
基
準
と
さ
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県

知
事
が
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て

土
地
売
買
等
の
届
出
が
あ
っ
た
土
地
の

取
引
価
格
の
審
査
を
す
る
と
き
の
基
準

と
も
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

…

土
地
売
買
は

地
価
公
示
価
格
を
調
べ
て

　
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な

ど
の
土
地
の
条
件
を
標
準
地
と
比
較
す

れ
ば
、
対
象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が

わ
か
り
ま
す
。
（
地
価
公
示
価
格
は
一
月

一
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ
の
後

の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
）
土
地
売
買
の
時
に
は
、
ま

ず
、
地
価
公
示
価
格
を
調
べ
売
買
の

目
安
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
地
価
公
示
の
ほ
か
、
県
で

は
市
内
（
八
箇
所
）
の
地
価
調
査
を

実
施
し
、
毎
年
十
月
に
公
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
価
格
も
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

地
価
公
示
は
市
役
所
で

　
　
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す

　
標
準
地
の
地
価
、
標
準
地
が
接
す
る

道
路
の
種
類
・
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺

の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し

予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡
⑧
地

上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

右記以外 都市計画区域 ※監視区域 区分

を水下吉 六川中十 大大丁大庚
除沢条田 箇治条日 字字・字＿
く地地地 地地地町 馬新庚伊塩 地
）区区区 区区区地 場宮・達ノ
（
監

一　　　区
庚 己甲辛甲又

　　　●　　　）0　　　　　　●

区

視
区
域

を
除
く
）

壬乙　　乙

　　　●●　　　丙
癸　　　・

名

10，000m・以上 5，000m・以上 2，000m・以上 面
積

※
監
視
区
域
の
指
定
は
、

　
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長

　
さ
れ
ま
し
た
。

地価公示標準地

字住字
西吉西
三町浦 所

ノ　ー寅
二町三　甲
五寅五七 在

申甲　三

一
九　　三　六 価

八　　七　八 格
、　　　　　　　　　　、　　　　　　　、 円
〇　　五　〇
〇　　〇　〇

／
m2

○　　○　○

た
地
価
公
示
の
関
係
書
面
は
、
市
町
村

役
場
に
そ
の
都
道
府
県
内
の
も
の
が
全

部
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
て
、
誰
で
も
簡
単

に
閲
覧
で
き
ま
す
。

公
有
地
の

　
　
先
買
い
制
度

　
県
・
市
等
が
公
園
・
道
路
な
ど
の
公

共
用
地
を
計
画
的
に
取
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
昭
和
四
十
七
年
に

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
土
地
の
売
買
を
す
る
と
き
は

　
①
県
知
事
に
届
出
る

　
②
県
・
市
等
に
買
取
り
を
希
望
す
る

　
時
は
県
知
事
に
申
出
が
で
き
る
。

ロ
届
出
・
申
出
が
さ
れ
る
と

　
①
県
・
市
等
が
公
共
用
地
と
し
て
必

　
要
な
場
合
は
、
土
地
所
有
者
と
協
議

　
を
行
い
合
意
に
達
す
れ
ば
、
そ
の
土

　
地
を
買
い
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
②
土
地
所
有
者
は
一
、
五
〇
〇
万
円

　
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
が
受
け
ら

　
れ
ま
す
。

ロ
届
出
・
申
出
の

　
　
　
　
面
積
要
件
が
一
部
改
正

　
①
届
出
の
必
要
な
土
地

　
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
区
域
内
二
〇

　
〇
平
方
耕
以
上
が
一
〇
〇
平
方
材
以

　
上
に
改
正
。

②
申
出
が
必
要
な
土
地

　
都
市
計
画
区
域
内
等
の
二
〇
〇
平
方

　
癖
以
上
が
一
〇
〇
平
方
耕
以
上
に
改

　
正
。

　
（
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
施
行
）

ロ
問
い
合
わ
せ
　
克
雪
都
市
計
画
課
都

　
市
計
画
公
園
係
（
盈
騨
ー
3
1
1
1

　
内
線
鵬
）
へ
。

平成5年4月10日9とおガ夢二
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響響…・響妻曝馨鎌
フ

　　　　　　　　響　　　　　で　　欝勢

励
賞うま団体に市民●35人

　
平
成
四
年
度
市
民
ほ
う
賞
の
表
彰
式
が
、
三
月
三
十
一
日
㈱
市
役

所
で
行
わ
れ
、
三
十
五
人
・
一
団
体
に
丸
山
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
晶
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長
年
市
政
の
進

展
や
産
業
振
興
、
保
健
・
体
育
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
初
め
て
特
別
賞
が
設
け
ら
れ
、
野
球
・
陸
上
・
ス
キ
ー
の
ス
ポ

ー
ツ
に
お
い
て
、
昨
年
度
国
内
外
で
大
活
躍
し
市
民
を
熱
狂
さ
せ
て

く
れ
た
五
名
の
選
手
が
合
わ
せ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
＊
教
育
・
文
化
功
労
＊

藤
巻
秀
正
さ
ん
（
島

　
＊
産
業
振
興
功
労
＊

遠田関仙樋樋
田村口田熊口

貰
一
さ
ん

チ
ノ
さ
ん

富
男
さ
ん

薫
さ
ん

則
子
さ
ん

キ
ン
さ
ん

・
5
6
歳
）

（
高
田
町
2
・
72
歳
）

（
下
　
町
・
6
3
歳
）

（
稲
荷
町
2
・
62
歳
）

（
稲
荷
町
2
・
5
8
歳
）

（
下
条
本
町
・
5
7
歳
）

（
高
田
町
2
・
7
3
歳
）

　
＊
治
山
・
治
水
功
労
＊

小
林
　
利
治
さ
ん
（
城
之
古
東
町
・
7
3
歳
）

　
＊
道
路
維
持
・
管
理
功
労
＊

　
　
　
き
ゅ
う
ご

宮
沢
仇
五
さ
ん
（
伊
達
1
・
6
7
歳
）

　
＊
保
健
・
体
育
功
労
＊

登
坂
　
行
雄
さ
ん

林
　
偉
賢
さ
ん

関
口
文
二
郎
さ
ん

山
田
千
鶴
子
さ
ん

上
村
安
輝
さ
ん

田
村
　
邦
夫
さ
ん

吉
沢
愼
一
さ
ん

水
澤
　
榮
治
さ
ん

（
西
浦
町
東
・
7
6
歳
）

（
丸
山
町
・
7
0
歳
）

（
学
校
町
2
・
6
9
歳
）

（
本
町
7
－
2
・
6
8
歳
）

（
太
田
島
1
・
71
歳
）

（
寿
町
4
・
5
9
歳
）

（
本
町
1
下
・
5
8
歳
）

（
西
寺
町
・
6
0
歳
）

　
＊
交
通
安
全
功
労
＊

馬
場
　
秀
雄
さ
ん
（
高
田
町
5
・
5
7
歳
）

小
川
信
一
さ
ん
（
四
日
町
2
・
5
6
歳
）

　
＊
防
災
功
労
＊

滝
澤
軍
一
郎
さ
ん
（
西
浦
町
東
・
5
5
歳
）

林
　
正
市
さ
ん

岩
田
　
勝
巳
さ
ん

　
＊
統
計
功
労
＊

村
山
　
實
さ
ん

庭
野
榮
松
さ
ん

樋
口
　
彰
さ
ん

池
田
　
榮
さ
ん

　
＊
特
別
賞
＊

大く田小小く
渕野川林川陸

上
V
勝
志
さ
ん

雅
幸
さ
ん

茂
さ
ん

球
〉隆
さ
ん

（
塩
ノ
又
・
5
5
歳
）

（
上
　
町
・
52
歳
）

（
高
山
4
・
62
歳
）

（
菅
　
沼
・
6
3
歳
）

（
山
本
町
1
・
6
2
歳
）

（
四
日
町
中
原
・
7
5
歳
）

（
尾
　
崎
・
2
1
歳
）

（
城
之
古
1
・
1
8
歳
）

（
高
田
町
3
南
・
1
7
歳
）

（
上
新
田
3
・
2
3
歳
）

〈
ス
キ
ー
〉

大
嶋
　
次
郎
さ
ん
（
本
町
4
・
2
2
歳
）

　
＊
そ
の
他
功
労
＊

〈
交
通
遺
児
等
援
助
〉

関
口
，
潔
さ
ん
（
加
賀
糸
屋
町
6
5
歳
）

〈
福
祉
事
業
〉

㈱
新
川
屋
（
高
田
町
5
）

〈
水
道
事
業
〉

庭
野
　
忠
郎
さ
ん
（
赤
　
倉
・
6
0
歳
）

服
部
重
太
郎
さ
ん
（
田
川
町
3
・
7
5
歳
）

小
泉
仁
策
さ
ん
（
中
条
島
・
6
7
歳
）

70



　
三
月
三
十
一
日
付
け
で
十
日
町
市
（
退
職
七
人
）
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施

設
組
合
（
退
職
三
人
）
、
四
月
一
日
付
け
で
十
日
町
市
（
異
動
百
十
三
人
、
採
用

十
六
人
）
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
異
動
一
人
、
採
用
四
人
）
、
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
異
動
五
十
七
人
、
採
用
五
人
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。
課
長
補
佐
級
以
上
の
異
動
と
退
職
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
”
氏
名
　
▼
氏
名
（
旧
職
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
ホ
ー
ム
館
長
（
社
会
教
育
課
長
補

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
け
）

〈
部
長
級
〉
　
四
名

▼
市
民
部
長
（
保
健
衛
生
課
長
）
ー
若

井
雄
二

▼
経
済
部
長
（
市
民
部
長
）
”
関
口
弘
治

▼
教
育
次
長
庶
務
管
理
課
長
（
総
務
部

参
事
）
ー
村
山
信
一

▼
情
報
館
建
設
準
備
室
長
（
教
育
次
長

庶
務
管
理
課
長
）
”
星
野
元
一

〈
課
長
級
〉
　
八
名

▼
市
民
課
長
（
監
査
委
員
事
務
局
長
公

平
委
員
会
事
務
局
長
）
ー
長
津
　
進

▼
保
健
衛
生
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
人

事
秘
書
係
長
）
ー
大
島
貞
二

▼
学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指
導

管
理
主
事
）
ー
菊
池
伸
雄

▼
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
（
吉
田

中
学
校
長
）
n
佐
藤
義
隆

▼
社
会
教
育
課
長
公
民
館
参
事
（
社
会

教
育
課
長
公
民
館
長
）
ー
太
田
正
義

▼
公
民
館
長
社
会
教
育
課
参
事
（
図
書

館
建
設
準
備
室
長
）
ー
宮
沢
忠
男

▼
少
年
育
成
セ
ン
タ
i
所
長
勤
労
青
少

佐
公
民
館
副
館
長
事
務
係
長
）
ー
大

渕
英
雄

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
公
平
委
員
会
事

務
局
長
（
市
民
課
長
）
”
村
山
正
隆

〈
課
長
補
佐
級
〉
　
七
名

▼
地
域
開
発
室
長
補
佐
（
地
域
開
発
室
長

補
佐
北
越
北
線
対
策
係
長
）
”
上
村
敏
夫

▼
総
務
課
長
補
佐
文
書
広
報
係
長
（
総
務
課

副
参
事
文
書
広
報
係
長
）
ー
小
川
周
策

▼
総
務
課
副
参
事
（
文
化
財
課
長
補
佐

博
物
館
副
館
長
）
“
斎
木
　
仁

▼
建
設
課
長
補
佐
監
理
係
長
（
農
林
課
副

参
事
農
地
整
備
係
長
）
ー
春
日
宏
市
郎

▼
克
雪
都
市
計
画
課
長
補
佐
（
建
設
課

長
補
佐
）
”
水
落
良
栄

▼
市
史
編
さ
ん
室
長
補
佐
（
市
史
編
さ

　
ん
室
副
参
事
）
ー
丸
山
克
巳

▼
文
化
財
課
長
補
佐
博
物
館
副
館
長

　
（
克
雪
都
市
計
画
課
長
補
佐
）
”
熊
木
　
剛

〔
退
職
者
〕
（
三
月
三
＋
一
日
付
け
）

▼
水
澤
英
成
（
学
校
教
育
課
長
・
柿
崎

中
学
校
へ
転
出
）

▼
金
子
又
市
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所

長
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）

▼
保
坂
シ
ズ
（
農
業
委
員
会
事
務
局
副
参
事
）

▼
涌
井
ミ
チ
（
農
林
課
副
参
事
・
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
へ
転
出
）

▼
村
山
誠
＝
総
務
部
自
動
車
運
転
手
）

▼
保
坂
金
次
郎
（
総
務
部
自
動
車
運
転
手
）

▼
上
村
政
則
（
教
育
委
貝
会
自
動
車
運
転
手
）

〔
退
職
者
〕
（
三
月
三
＋
買
符
け
）

▼
平
野
　
修
（
総
務
係
長
・
川
西
町
へ

転
出
）

▼
春
日
正
弘
（
自
動
車
運
転
手
作
業
員
）

▼
上
村
美
知
夫
（
自
動
車
運
転
手
作
業
員
）

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
一
日
付
け
）

〈
課
長
補
佐
級
〉
　
六
名

▼
警
防
課
長
補
佐
警
防
係
長
（
津
南
分

遣
所
長
）
”
斎
木
薫
夫

▼
予
防
課
長
補
佐
予
防
係
長
（
小
隊
長
）

”
柳
　
茂
男

▼
小
隊
長
警
防
課
長
補
佐
訓
練
救
助
係

長
（
警
防
課
長
補
佐
）
に
小
沢
勝
義

▼
津
南
分
遣
所
長
（
予
防
課
長
補
佐
）

”
佐
藤
敏
夫

▼
小
隊
長
警
防
課
長
補
佐
（
小
隊
長
）

時
真
霜
万
作

▼
消
防
司
令
小
隊
長
警
防
課
長
補
佐

　
（
消
防
司
令
補
・
副
小
隊
長
・
警
防

　
課
機
械
係
長
）
”
田
口
勇
蔵

市の行政組織の
　変更と業務一

　
市
で
は
、
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
、
都
市
拠
点

総
合
整
備
事
業
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
克
雪
都

市
計
画
課
区
画
整
理
係
を
二
つ
の
係
に
分
割
し
、
区

画
整
理
第
一
係
・
第
二
係
に
、
情
報
館
建
設
を
促
進

す
る
た
め
図
書
館
建
設
準
備
室
を
名
称
変
更
し
情
報

館
建
設
準
備
室
に
、
道
路
維
持
管
理
の
一
元
化
を
図

る
た
め
、
克
雪
都
市
計
画
課
克
雪
事
業
係
の
業
務
を

建
設
課
に
移
管
し
、
建
設
課
維
持
係
を
新
設
、
障
害

児
保
育
の
充
実
を
目
指
し
川
治
保
育
所
に
「
つ
く
し

園
」
を
開
園
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
配
置
し
、
体
制
強
化
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奮
5
7
－
5
0
1
1
）

　
　
　
　
　
　
囹
建
設
課
維
持
係
を
新
設

　
　
　
　
　
　
　
道
路
除
雪
・
流
消
雪
施
設
設
計
管
理

　
　
　
　
　
　
等
を
行
っ
て
い
た
克
雪
都
市
計
画
課
克

　
　
　
　
　
　
雪
事
業
係
の
業
務
を
建
設
課
に
移
管

　
　
　
　
　
　
し
、
建
設
課
監
理
係
が
行
っ
て
い
た
地

囹
克
雪
都
市
計
画
課

　
　
　
　
区
画
整
理
係
を
分
割

　
駅
西
土
地
区
画
整
理
・
都
市
拠
点
総

合
整
備
事
業
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め

二
係
に
分
割
し
ま
し
た
。

▼
区
画
整
理
第
一
係
　
　
（
智
内
線
％
）

　
①
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
②
事
業
地
区
内
の
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道

　
　
路
事
業

　
③
土
地
区
画
整
理
組
合
の
指
導
と
助

　
　
言

▼
区
画
整
理
第
二
係
　
　
（
智
内
線
鵬
）

　
①
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

　
②
都
市
拠
点
総
合
整
備
事
業

　
③
関
係
事
業
と
の
連
絡
・
調
整

囹
情
報
館
建
設
準
備
室
に
名
称
変
更

　
情
報
館
建
設
を
促
進
す
る
た
め
図
書

館
建
設
準
備
室
を
情
報
館
建
設
準
備
室

に
名
称
変
更
し
、
室
長
と
職
員
二
名
を

す
べ
り
対
策
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
、
河

川
の
維
持
管
理
等
の
業
務
を
合
わ
せ
て

担
当
し
、
道
路
維
持
管
理
の
二
兀
化
を

図
り
ま
し
た
。
　
　
（
盈
内
線
鵬
・
朧
）

囹
「
つ
く
し
園
」
を
開
園

　
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
が
運
営
し

て
い
た
「
つ
く
し
園
」
を
市
が
運
営
し
、

障
害
児
保
育
裡
允
実
を
目
指
し
ま
す
。

川
治
保
育
所
に
併
設
し
、
園
長
、
保
母

二
人
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
智
5
7
1
5
1
4
4
）

囹
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
に
新
た
な
業
務
を
追
加

▼
山
間
地
対
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る

　
こ
と

　
道
路
・
農
業
・
福
祉
・
教
育
や
過
疎

問
題
な
ど
山
間
地
が
抱
え
て
い
る
問
題

の
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、
山
間
地
対

策
を
進
め
ま
す
。

平成5年4月10日”とおガ到旨

ミロ■難漏
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枯木又青年会が
　　　　手打ちそばの会
～手づくりそばで体験交流～

工事の安全を祈願して鍬入れをする丸山市長

下条地区利雪・親雪

　　　　総合センター起工式
～冬でも屋内グラウンドでゲートボール～

　
三
月
二
十
ぼ
d
ゆ
枯
木
又
青
年
会
（
山
田
栄
会

長
）
は
、
浦
和
市
と
新
潟
市
か
ら
十
四
人
を
招

き
、
昔
な
が
ら
の
「
手
打
ち
そ
ば
の
会
」
を
枯

木
又
分
校
で
開
き
ま
し
た
。
こ
の
新
企
画
は
、

減
反
に
よ
る
転
作
で
栽
培
し
て
い
た
そ
ば
を
利

用
し
て
、
昔
か
ら
伝
わ
る
そ
ば
打
ち
の
再
現
と

都
市
交
流
を
深
め
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
約
六
十
人
が
見
守
る
中
、
地
元
の
お
年
寄
り

四
人
が
講
師
に
な
り
、
フ
ノ
リ
と
山
ご
ぼ
う
を

つ
な
ぎ
に
使
っ
た
手
づ
く
り
そ
ば
を
十
数
年
ぶ

り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
の
ば
し
た
り
、
こ
ね

た
り
し
た
参
加
者
は
、
自
分
た
ち
の
打
っ
た
そ

ば
を
味
わ
い
、
そ
ば
談
義
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
三
月
十
八
日
㈲
、
市
が
計
画
を
進
め
て
い
た
、

下
条
地
区
利
雪
親
雪
総
合
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

が
桑
原
地
内
の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
丸
山
市
長
な
ど
工
事
関
係
者
十
五
名
が
参

加
し
、
鍬
入
れ
を
し
て
工
事
の
安
全
と
完
工
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の
利
雪
・
親
雪
地
域
づ

く
り
整
備
事
業
の
補
助
金
を
利
用
し
、
総
事
業

費
一
億
六
、
二
二
五
万
円
を
投
じ
て
今
年
九
月

末
完
成
に
向
け
て
工
事
に
入
る
も
の
で
す
。
施

設
は
、
鉄
骨
造
り
二
階
建
て
で
一
階
が
土
の
上
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
で
き
る
運
動
場
、
二
階
が

交
流
室
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
下
条
温

泉
セ
ン
タ
ー
と
二
階
が
廊
下
で
結
ば
れ
、
利
雪
・

親
雪
の
核
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。昔から伝わるそば打ちに挑戦

第
擢
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
キ
塗
競
技
会
兼
開
全
目
本

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
地
元
勢
の
成
績
〉

　
三
月
二
十
三
日
㈹
・
二
十
四
日
㈱
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
で
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
会
（
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
種
目
）
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
の
中
、
地
元
中
・

高
校
生
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。
十
位
以
内
の
入
賞
者
（
敬
称
略
）

93

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

〈
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

◆
ク
ラ
シ
カ
ル

▼
男
子
1
0
キ
。

　
一
位
　
佐
藤
　
成
展
　
（
十
日
町
高
）

　
五
位
　
山
田
　
吉
彦
（
＋
日
町
実
茎
口
同
）

◆
フ
リ
ー

▼
男
子
1
0
キ
。

　
七
位
　
佐
藤
　
成
展
　
（
十
日
町
高
）

▼
女
子
5
キ
。

　
8
位
　
吉
田
　
利
恵
（
十
日
町
高
）

第
1
2
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
会

◆
ク
ラ
シ
カ
ル

▼
中
学
男
子
（
1
0
キ
。
）

　
一
位
　
野
上
　
辰
巳
　
（
吉
　
田
）

　
四
位
　
斎
木
　
裕
志
　
（
　
〃
　
）

　
八
位
　
春
日
　
寿
　
　
（
　
〃
　
）

▼
高
校
男
子
（
m
キ
。
）

　
一
位
　
佐
藤
　
成
展
　
（
十
日
町
）

　
五
位
　
山
田
　
吉
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
実
業
）

◆
フ
リ
ー

▼
中
学
男
子
（
1
0
キ
。
）

　
一
位
　
春
日
　
寿
　
　
　
（
吉
　
田
）

三
位
　
野
上
　
辰
巳
　
　
（
　
〃
　
）

六
位
　
斎
木
　
裕
志
　
　
（
　
〃
　
）

▼
高
校
男
子
（
1
0
キ
。
）

七
位
　
佐
藤
　
成
展
　
　
（
十
日
町
）

▼
中
学
女
子
（
5
キ
。
）

十
位
　
柳
　
真
理
子
　
　
（
吉
　
田
）

▼
高
校
女
子
（
5
キ
。
）

　
七
位
　
吉
田
　
利
恵
　
　
（
十
日
町
）

八
位
　
庭
野
ひ
ろ
み
（
十
日
町
実
業
）

　
ペ
コ

＼
嬬険　＼

隻

地元の利を生かして力走する十日町勢
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サンシャインの一室で花見酒

花の都で初の大好き交流
～大好き十日町会花見ツアーに120人～

　
大
好
き
十
日
町
会
が
初
め
て
企
画
し
た
上
野

公
園
花
見
ツ
ア
ー
が
、
三
月
二
十
八
日
⑲
百
二

十
名
の
市
内
会
員
と
在
京
会
員
五
十
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
市
内
会
員
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

が
少
な
い
と
の
声
に
応
え
た
も
の
で
、
東
京
の

上
野
公
園
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
で
上
野
公
園
で
の
花
見
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
を
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

の
休
憩
所
に
移
し
、
十
日
町
か
ら
持
参
し
た
こ

し
ひ
か
り
お
に
ぎ
り
、
地
酒
で
舌
鼓
を
う
ち
な

が
ら
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
時
間
余
り

の
つ
か
の
間
の
宴
で
し
た
が
、
十
日
町
小
唄
の

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
初
の
企
画
に
両
会
員

と
も
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

〈材料〉（8人分）

卵…8個．豚ひき肉…2009．
玉ねぎ・ピーマン…各1個￥

にんじん・さやいんげん・ね

ぎ・塩・こしょう・バター・

サラダ油・ケチャツブ・ソー

ス…各少々

　　よし　こ
保坂孝子さん

（套518二嬢）

　
　
た
っ
ぷ
り
野
菜
を
使
っ
て

　
い
ろ
い
ろ
の
残
り
野
菜
を
み
じ
ん
切

り
に
し
、
ど
ん
ぶ
り
一
杯
ほ
ど
使
い
ま

す
。
材
料
は
不
思
議
と
何
で
も
合
う
ん

で
す
よ
。
わ
が
家
お
勧
め
の
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
野
菜
は
細
か
い
み
じ
ん

切
り
に
し
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
下
味
を

つ
け
る
。

②
野
菜
が
し
ん
な
り
し
た
ら
、
ひ
き
肉

を
混
ぜ
て
バ
タ
ー
で
い
た
め
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

溶
き
ほ
ぐ
し
た
卵
に
②
を
混
ぜ
て
流
し

入
れ
、
焦
げ
な
い
よ
う
に
か
き
混
ぜ
な

が
ら
焼
く
。

④
表
面
が
固
ま
っ
て
き
た
ら
、
フ
ラ
イ

パ
ン
よ
り
少
し
大
き
め
の
鍋
の
フ
タ
を

か
ぶ
せ
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
フ
タ
に
の

せ
る
。
そ
の
ま
ま
ス
ル
ス
ル
と
フ
ラ
イ

パ
ン
に
入
れ
る
と
き
れ
い
に
裏
返
せ
る
。

⑤
お
皿
に
レ
タ
ス
を
敷
い
て
八
等
分
に

し
た
オ
ム
レ
ツ
を
並
べ
、
同
量
の
ケ
チ

ャ
ッ
プ
と
ソ
ー
ス
を
混
ぜ
て
好
み
に
よ

り
か
け
る
。

きいき

一
みんな

一

PART釜

「劇団どたんば」
　（代表　野上隆一）

　
演
劇
グ
ル
ー
プ
「
劇
団
ど
た
ん
ば
」

は
、
昭
和
五
十
九
年
に
ふ
る
さ
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
十
日
町
公
演
の
た
め
に
集
ま
っ

た
、
芝
居
好
き
の
集
団
の
中
か
ら
自
然

発
生
し
た
団
体
「
妻
有
わ
か
い
し
ょ
の

会
」
を
母
体
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
の
第
一
回
公
演
以
来
、

毎
年
十
一
月
の
市
民
会
館
「
演
劇
祭
り
」

で
公
演
を
続
け
、
平
成
二
年
か
ら
名
称

を
劇
団
「
ど
た
ん
ば
」
に
変
更
し
ま
し

た
。　
私
た
ち
は
常
に
、
「
分
か
り
や
す
く
て

お
も
し
ろ
い
演
劇
」
を
目
指
し
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
有
名
な
作
品

で
も
、
見
て
く
れ
る
人
た
ち
が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

思
い
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
尊
重
し
、

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
や
り
な
が
ら
作
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
団
員
は
、
男
性
六
人
女
性
三
人

で
構
成
さ
れ
、
高
校
・
大
学
や
社
会
人

分かりやすくおもしろい劇をモットーに

を
通
し
て
の
演
劇
経
験
者
は
た
っ
た
一

人
で
、
あ
と
は
全
員
「
ど
た
ん
ば
」
に

入
っ
て
か
ら
始
め
た
人
ば
か
り
で
す
。

だ
か
ら
、
演
劇
経
験
の
な
い
人
で
も
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
。
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も

で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
新
人
募
集
中
！

　
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
経
験
す
べ
て

不
問
で
す
が
、
演
劇
が
大
好
き
、
ス
テ

ー
ジ
に
立
っ
て
み
た
い
、
照
明
、
音
響

を
や
っ
て
み
た
い
、
興
味
が
あ
る
、
そ

ん
な
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
作
り
上
げ
て
行
く
お
も
し
ろ

さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
野
上
隆

一
（
費
5
7
－
4
9
3
0
）
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
週
二
回
夜
七
時
三
十
分
か

ら
十
日
町
市
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
見
学
に
来

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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幽
ほ
ト
ロ

，
陥
丁
卜

多錨薗幽

高

（
㈱
西
脇
鰹
哩
傭
鰐
）

野
真
理
子
さ
ん

圏　　　ち着いた雰囲気の十日町を離れたくなくて、
　　　地元に就職しました。入社して7年目。昨年

　からデザイナーの描いた図案に色を塗ったり、絵

　柄を張ったりしています。笑顔の絶えない明るい

　人に囲まれた楽しい職場です。

誤圏分の騰を一口で言えば㌧こうと決めたら絶

き　　対に妥協しない頑固なと一ろ。通勤は片道30
き

き分ずつかけての徒歩通勤。運動にもなるし、十日
1町の四季折々の移り変わりを見ることができます。

1今年からゴルフを始めようと考えています。うま
き

1くなって早く青々とした芝生の上で思いっきりプ
き

1レーをしてみたいです。
壽

1田日町はきものの街と鞭れています力乳商店
1　　街に呉服店が無いのがさみしいですね。また、

1きものを着る機会が非常に少ないのが残念で、和

1服パーティーがあれば参加したいと思っています。

籔
蹄
灘
羅
繊
繊
騨
灘
、

山難

田
　
雅
　
一
さ
ん

　
　
　
学
校
町
2
・
2
3
歳

（
㈱
－
－
－
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
）

　
　
　
　
新
潟
工
場
勤
務

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

圏校を卒業し≦県外の食憩販売会社に勤務して

　　いました。帰省する度に友人から「早く帰っ

て来ねかい」と言われていました。Uターンして

この会社に入社して1年目。仕事は営業で、県内

のレストランや食品問屋を訪問しています。最新

の機械を使って衛生的な工場でできた、おいしい

商品を自信を持ってお客様に勧めています。

圏はサッカーに夢中・日曜日の午前中1ま総合体

　　育館で小・中学生を対象としたサッカー教室

で協会の人と一緒に指導したり、水曜と金曜日は、

十日町サッカークラブの練習で汗を流したりして

います。

囲見瓢，変誓撫鞍雛塁臨1．存

車から降りて歩いてくれる人が増えるんじゃない

かなあと考えています。心がほっとなごむ街にな

ってもらいたいと思います。

鯵蓉
贈
窮
即
岬
N

諏
■

●西
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
料
理
発
祥
の
地
と
し
て
名
高
い
長

野
県
信
州
新
町
で
す
。

　
長
野
市
に
隣
接
し
、
四
季
折
々
に
自

然
豊
か
な
人
口
約
八
千
人
の
小
さ
な
町

は
、
電
気
、
精
密
機
器
を
中
心
と
し
た

商
工
業
と
、
養
蚕
、
果
樹
、
水
稲
な
ど

の
農
業
の
栄
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
の
中
央
を
流
れ
る
犀
川
の
上
流
に

は
、
美
し
い
人
造
湖
が
あ
り
毎
年
八
月
十

五
日
の
夜
は
、
打
上
げ
花
火
と
数
千
個

の
燈
籠
流
し
が
行
な
わ
れ
湖
面
を
採
り
、

帰
省
客
や
参
加
者
を
魅
了
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
に
は
美
術
館
が
あ
り
全
国

か
ら
多
く
の
画
家
や
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。　
わ
た
し
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
北
ア
ル

プ
ス
の
美
し
い
山
々
を
見
な
が
ら
、
友

達
と
自
転
車
乗
り
や
、
校
庭
で
鉄
棒
、

砂
遊
び
な
ど
外
で
お
も
い
き
り
駆
け
回

わ
っ
て
、
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
こ
と

が
と
て
も
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
新
採

隠

小林芳子さん
　　（高田町6・34歳）

長野県上水内郡

　　　　信州新町

用
の
養
護
教
諭
と
し
て
初
め
て
十
日
町

の
地
を
踏
み
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
ぞ

の
時
は
多
く
の
雪
が
残
っ
て
い
て
、
十

日
町
で
の
生
活
に
少
し
不
安
を
感
じ
た

も
の
で
し
た
。
そ
れ
で
も
地
域
の
人
た

ち
や
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、

と
て
も
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま

十
日
町
の
人
に
な
っ
て
早
い
も
の
で
十

五
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

　
結
婚
、
家
庭
の
事
情
で
続
け
た
か
っ

た
教
諭
生
活
も
四
年
で
終
止
符
。
今
は

自
営
業
で
十
日
町
で
の
生
活
に
頑
張
っ

て
い
る
毎
日
で
す
。

爺県

魚憲

乞爵

　　　娯　　　い

　騰撚

鼻
多
か
聴
・
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ρ

⑭東下組保育所

，
覇

　　　　　まさ　つぐ

小島正嗣くん
　　　　（5歳）

　みんなでかくれんぼできる大き

なおうちだよ。いろんな色で描い
たんだ。こんなおうちがほしいな。

　　ゆ　
き

水落結希ちゃん
　　（5歳）

　池の近くに大きな木やお花が咲

いていて￥太陽といっしょに池に

映っているの。見えるでしよ。

　
　
　
　
ン
①

團
ス
灘
回
オ
話
イポ

、

臓
無

　
　
子
会
　
員
　
委
潤
育
　
教
ロ
肺

　
　
田

樋
什

瀞

嚢

How　do　you　do？

rm　Junco．

l　was　born　in　Tokamachi．

　みなさん初めまして。今月から紙上でお目にか

かることになりました。4月は新しいスタートの

季節。挨拶や自己紹介の機会が多いですね。英語

の“初めまして”は　How　do　you　do？　ひとつ

ひとつ切らずに“ハウディユドゥ”という感じで。

名前は“アイム○○”でOK。私は十日町生まれ

で今もここに住んでいるので　l　was　born　in　To－

kamachi．（十日町生まれです。）もし、新潟県外の

場所で自己紹介するなら　1’m　from　Niigata．（新

潟出身です。）、海外で言う時は　1’mfromJapan』

（日本から来ました。）というように使い分けてみ

てください。

樋
熊

β㌧
璽
貞
利
さ
ん

　
（
新
座
四
－
一

　
先
代
の
四
代
も
前
か
ら
機
屋
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
も
手
に
職
を

つ
け
た
い
と
思
い
、
八
王
子
の
会
社
へ

業
務
見
習
い
と
し
て
上
京
し
た
の
は
、

学
校
を
卒
業
し
た
十
九
歳
の
年
で
し
た
。

　
会
社
で
は
染
色
を
選
び
、
と
に
か
く

染
色
と
い
う
も
の
を
一
つ
で
も
余
計
に
、

早
く
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

一
生
懸
命
で
し
た
ね
。
十
日
町
か
ら
何

人
も
働
い
て
い
た
の
で
、
給
料
が
足
り

な
く
な
る
ほ
ど
毎
晩
遅
く
ま
で
飲
み
歩

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
う
ち
の
ば
ば
さ
ん
も
同
じ
会
社
の
総

務
で
電
話
の
交
換
台
に
い
て
、
縁
あ
っ

て
一
緒
に
な
り
ま
し
た
が
、
ず
ー
と
苦

労
の
か
け
通
し
で
す
。

・
84
歳
）

＠

　
昭
和
十
八
年
に
十
日
町
へ
戻
り
、
翌

年
に
二
回
目
の
赤
紙
が
来
て
入
隊
し
た

と
き
、
特
別
大
演
習
が
あ
り
、
四
日
三

晩
飲
ま
ず
、
食
わ
ず
、
寝
ず
で
三
十
キ
。

も
あ
る
荷
物
を
し
ょ
っ
て
歩
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
体
力
で
は
な
く
、

気
力
で
乗
り
越
え
た
と
思
っ
て
、
つ
ら

い
と
き
で
も
「
あ
の
時
に
比
べ
れ
ば
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
頑
張
り
通
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
に
免
許
を
取
り
、
二

百
五
十
㏄
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
回
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
は

毎
日
車
を
運
転
し
、
染
色
団
地
の
工
場

へ
通
っ
て
い
ま
す
。

　
二
十
三
年
も
続
い
て
い
て
、
同
級
生

三
人
で
月
二
回
ほ
ど
野
沢
や
松
之
山
ヘ

ド
ラ
イ
ブ
を
し
、
お
湯
に
入
っ
た
り
、

気
を
休
め
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
こ
の
道
を
選
ん
で
七
十
六
年
。
今
だ

に
こ
の
仕
事
全
部
を
覚
え
き
れ
ま
せ
ん
。

勉
強
は
し
て
い
る
心
づ
も
り
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
の
感
じ
で
す
。
人
間
一
生
勉

強
。
人
生
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
と
、

い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
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岬成人講座鞠

…顕

●あなたの“新しい生き方”

　　　　を見つけませんか

〈開講式〉

レ4月27日（火）午後1時30分～焼

き物（昼）　〉同日午後7時～英

会話（夜）・焼き物（夜）・男の料

理　〉4月28日㈹午後1時30分

～英会話（昼）　〉同午後7時

～木彫り・絵画・くらしの健康・

妻有の歴史　〉5月13日㈲午後

1時30分～十日町再発見

〈期間〉　4月～12月

〈経費〉入講料1，000円（教材費

は各コースごとに別徴収）、連絡

用はがき8枚

〈定員〉各コースとも20～30名

〈申し込み〉4月25日（日）までに十

日町市公民館に申込書を提出し

てください。

講座　名 講　　座　　内　　容 時　間

焼　　き　物
（昼コース）

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづく
りから学習いたします。

毎週火曜日

午後1：30～3二30

英　会　話
（夜コース）

簡単なあいさつはもちろん、海外小旅行でも困ら
ない程度の英会話入門教室です。 毎週火曜日

午後7二〇〇～9二〇〇焼　　き　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮らしを豊かに。炎の芸
術をあなたも試してみませんか。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「居
厨人」にもなりましょう。

第2・4火曜日
午後7二〇〇～9：00

絵　　　　画
絵筆を持ったことのない人の絵画入門教室です。
スケッチにも出かけます。

毎週永曜日

午後7二〇〇～9：00

くらしの健康
これだけは知っておきたい。病気の知識や予防法
を学び、適切なアドバイスもします。

第1・3水曜日
午後7二〇〇～9：00

木　彫　　り
ブローチ、状差し、盆など木彫りの制作技術を学
びます。刀のない人はあっせんします。

毎週水曜日
午後7二〇〇～9：00

英　会　話
（昼コース）

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅
行でのさまざまな場面での英会話を学びます。

毎週水曜日

午後1二30～3：00

妻有の歴史
原始・古代・中世までを「市史リポート集」など
をテキストに妻有の歴史を学びます。

第2・4水曜日
午後7二〇〇～9二〇〇

十日町再発見
自然に親しみ、「見る」「食べる」「調べる」などバ

ラエティーに富んだ内容で学習します。
第2・4木曜日
　午後1：30～

岬高齢者学級噛
講座名 講　座　内　容 時　間

コ
ー
ス
学
習

手　　　芸
暮らしに役立つ手作り作
品を楽しみます。

第1・3（火》

午後1：30～

詩　　吟
吟詠の基礎を学び、詩の
心を理解します。

第2・4働
午後1二30～

写　　真
撮影の基礎を学び、自然
を表現します。

第2・4（火》

午後1二30～

工　　　芸
紙粘土で人形、花の製作
をします。

第2・4（幻
午前9二30～

グ
ル
ー
プ
学
習

俳　　　句
俳句を通して自然の心を
表現します。

第2・4（火》

午後1二30～

習　　字 習字の基礎を学びます。
第2・4（幻
午前9：30～

いけ花
基礎を学び、心の豊かさ
を身につけます。

第1・3働
午後1二30～

園　　芸
園芸の基礎を学び、通年
菊の栽培をします。

第2・4働
　午前9：30～

全体学習
十日町市の課題を学習
し、一般教養を高めます。

第1・3（幻
午前9二30～

◆開級式　　4月20日（幻午前9二30～11：30

　　　　　学習計画、役員選出、記念講話
◆期　　間　　平成5年4月～平成6年3月
◆経　　費　　年間1，000円（入講料、自治会費）

　　　　　その他、はがき11枚
◆対象者　　60歳以上の人

　　ふれあい青年学級開講
　心身にハンディを持つ青年を対象に、そばづくり

やレクリエーションなど楽しい内容で学習します。

高校生はじめ一般のボランティアも同時に募ります。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き　4月18日（日）午前10二30～

　　　　〈内　容〉みんなで楽しく歌いましょう。

　　　　アコーディオンニ近藤志げ子さん

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

■経　費　入講料　年額1，000円（連絡用切手代）

■申し込み　十日町市公民館へ。

r一なかよしランド会員募集一ヘ
　　レクリエーションボランティアサークル「ほほえ

　み」では、幼児とその親を対象に遊びを通して親子

　の体力作り、感性・社会性を養う「なかよしランド」

　の会員を募集しています。

　■と　き　4月13日（火）～

　　　　　毎週火曜日午前10二〇〇～ll二〇〇

　■ところ　市民体育館（学校町1）

　■対象　0歳～就園前の乳幼児と親（当日受付）

　■会　費　100円（1人1か月）、おやつ、材料費代

　■問い合わせ　十日町市公民館へ。
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　　5月
8日（ゴ・9日（日》

　
　
　
　
　
　
　
紮
熱
冨
搬
蕪
議

き
も
の
無
料
貸
出
し
＆
着
付
け
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
～
き
も
の
姿
で
き
も
の
ま
つ
り
に
～

　
き
も
の
ま
つ
り
に
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
着
物
を
着
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
織
物
組
合
と
美
浜
会
で
は
「
着

物
無
料
貸
出
し
＆
着
付
け
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
い
ま
す
．

　
〈
き
も
の
無
料
貸
出
し
〉

　
十
日
町
の
紬
を
無
料
で
貸
し
て
、

そ
の
場
で
着
付
け
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
9
日
㈲
午
前
1
0
時

　
～
午
後
1
時
（
返
却
9
日
午
後
5

　
時
、
ま
た
は
1
0
日
午
後
5
時
3
0
分

　
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
織
物
組
合
（
西
寺
町
）

■
定
　
員
　
30
人

■
持
参
品
　
足
袋
、
ぞ
う
り
、
裾
よ

け
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
、
身
分
証
明
書

　
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

　
〈
着
付
け
サ
ー
ビ
ス
〉

自
分
の
着
物
を
持
参
し
、
無
料
で

着
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
9
日
㈲
午
前
1
0
時

　
～
午
後
1
時

■
と
こ
ろ
　
織
物
組
合
（
西
寺
町
）

■
申
し
込
み
　
貸
出
し
・
着
付
け
と

　
も
5
月
5
日
㈹
ま
で
に
電
話
で
織

　
物
組
合
（
智
5
7
1
9
1
1
1
）
か

　
商
工
観
光
課
（
盈
内
線
脳
・
獅
）

　
へ
。

麟
きものの里を

　　きもので歩こう

欝
鍵
讐
羅

　
き
も
の
ま
つ
り
に
、
十
日
町
の
き
も
の
を

着
て
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
5
月
9
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分

　
～
受
付

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
参
加
費
　
3
、
0
0
0
円

■
用
意
す
る
も
の
　
白
足
袋
、
肌
じ
ゅ
ば
ん

　
（
長
じ
ゅ
ば
ん
）
、
裾
よ
け

■
申
し
込
み
　
4
月
3
0
日
働
ま
で
に
、
希
望

　
す
る
き
も
の
の
種
類
・
住
所
・
氏
名
・
年

　
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
十
日
町
市

　
観
光
協
会
（
市
役
所
内
〒
脇
十
日
町
市
千

　
歳
町
3
－
3
盈
57
1
3
3
4
5
）
へ
。

成人式は

　　5月9日（日）

■と　き　5月9日（日）午前

10時～11時30分

ロところ　十日町市市民会

館（学校町1）

■内　容
－
・
お
祝 いのことば

　・20歳の記録朗読

　・記念演奏

　・記念講演

険
◆
・
三
マ
◆
三
亨
◆
・
－
一
…
・
◆
・
皇
7
◆
・
亀
7
◆
・
一
一
…
、
◆
‘
蓉
．
◆
三
一
一
．
◆
・
皇
層
。
◆
・
－
毒
．
◆
・
皇
響
．
▲
▼
‘
辱
．
◆
‘
…
．
◆
・
－
奪
．
◆
・
甲
寺
．
◆
・
三
＝
．
◆
．
，
毒
．
世

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

rgh哩1”』9』、olll，9rひ，1“1伽・rひ・IIII』φ・量1腿，・rひ噂lll』ひ・llll，9rひ・lllllhひrl”1・・rρ』叫Ili5・r己ト旦II髄・rひ・Illl』θh・1碍llgro』・11111’rひ・・岨1』ひ・II騨ggro』・lllllgr9L・llll』ひ・1凶lI

ト

転
入
者
の
つ
ど
い

　
市
外
か
ら
十
日
町
市
に
転
入
さ
れ
た
人
を

対
象
に
、
転
入
者
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
4
月
22
日
㈲
午
後
5
時
3
0
分

　
～
7
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本

町
6
－
1
）

■
対
象
者
　
十
日
町
市
内

　
に
勤
務
に
な
っ
た
人
と
、

引
率
を
し
て
く
れ
る
人

■
会
費
2
、
5
0
0

　
円
■
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日

㈹
ま
で
に
、
商
工
観
光

課
内
「
転
入
者
の
つ
ど

　
い
」
事
務
局
（
〒
脇
十

　
日
町
市
千
歳
町
3
1
3

　
智
内
線
脳
）
へ
．

◆
圭
τ
◆
・
亀
7
◆
嘉
｝
ヲ
◆
‘
…
一
・
◆
主
マ
◆
・
一
一
号
◆
‘
毒
・
◆
・
一
…
，
・
◆
‘
…
．
◆
・
皇
甲
、
◆
・
色
響
．
◆
‘
曇
。
◆
・
一
…
7
◆
・
曽
毒
．
◆
・
一
毒
．
◆
‘
毒
．
◆
．
－
毒
．

lIMNN卜個卜伺ト祠陣◆・伺”◆・伺囲Mト伺帥◆個卜砂

・ひ小ひ伺卜祠N障ψ梱恥刈飼N騨・ひ瀞◆砂◆・伺N』ひ個闘N”◆ψ引旧卿◆州

◆
三
マ
◆
三
マ
◆
‘
一
一
穿
◆
三
マ
◆
・
峯
7
◆
・
一
…
7
◆
・
も
7
◆
・
亀
一
・
◆
・
一
…
7
◆
・
亀
冒
、
◆
‘
蕃
．
◆
皇
冒
．
◆
・
亀
響
．
◆
三
一
一
．
◆
・
－
一
毒
．
◆
・
急
一
．
◆
三
一
一
．
レ

不
用
品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
”
高
田
町
二
丁
目
商
店
街
協
同
組
合
”

　
5
月
8
日
d
D
高
田
町
2
丁
目
の
「
並
木
道
」
の
完

成
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で

不
用
品
販
売
を
行
い
ま
す
。
不
用
品
の
無
償
提
供
を

し
て
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
水
野
美
奈
子
（
美
雪
町
3
智
5
7
1

　
9
0
0
4
）
ま
た
は
、
太
田
祐
子
（
妻
有
町
西
3

　
盈
5
7
…
1
8
4
2
）
へ
。

※
不
用
品
の
提
供
は
4
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
お
願
い
し

　
ま
す
。
な
お
、
売
り
上
げ
金
に
つ
い
て
は
。
社
会

　
福
祉
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

贈引N帥・ひ祠ト伺NN”◆小ひ砂引N”釧NNN卜

◆
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
寿
◆
≒
◆
、
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就学援助制度を
　ご利用ください

　教育委員会では、経済的な理由で小・中

学校へ通学するのが困難な児童・生徒（生

活保護世帯・保護世帯に準ずる世帯の児

童・生徒）に対して就学援助費を支給して

います。

　援助を希望する保護者の人は、学校・地

区の民生児童委員または教育委員会へ問い

合わせてください。

■問い合わせ　学校教育課（智内線324）

就学援助費（予定額）

学用品・通学用品費・校外活動費

1　　年　11，490円
小学校

2～6年　13，510円

中学校
1　　年　軍，900円

2・3年　23，920円

新入学用品費

　　小学校1年　　　　　18，500円

　　中学校1年　　　　　21，300円

体育実技用具費（スキー用具）

　　小学校1・4年　　　23，600円

　　中学校1年　　　　　33，800円

修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　　小学校5・6年　　　　実　費
　　中学校3年　　　　　　実　費

夏季訓練参加費

　　中学校対象学年

　　　　　　　　　交通費・見学料

その他　給食費、学校病による医療

　　費の実費などを支給します。

響
一
日
人
間
ド
ッ
ク
」
募
昌

　
　
　
国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9
歳

　
国
民
健
康
保
険
で
は
コ
日
人
間
ド

ッ
ク
」
受
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
費
用
の
5
割
を
助
成
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
　
①
国
保
加
入
の
4
0
歳
～
6
9

　
歳
（
大
正
1
2
年
4
月
2
日
～
昭
和
2
9

　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
）
②
国
民

　
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

■
受
診
場
所
と
費
用

▼
新
潟
県
健
康
管
理
協
会
（
新
潟
市
）

　
一
人
：
…
i
5
、
4
5
0
円
（
婦
人

　
科
検
診
者
は
1
6
、
4
8
0
円
）

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
十
日

　
町
病
院
前
）

　
一
人
…
・
：
1
6
、
5
0
0
円

■
検
診
期
日

▼
新
潟
県
健
康
管
理
協
会

　
　
7
月
上
旬
こ
ろ

▼
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
　
5
月
中
旬

■
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
保
健
衛
生
課

国
保
係
（
智
内
線
蜘
・
m
）
へ
。

冒
害
の
懇
談
姦

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
4
月
1
6
日
働
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
鵬
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

腎
の
健
康
相
談
　

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど
、

悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
4
月
2
7
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

　　

敬
套
の
補
助
萎
増
轟

　
市
で
は
、
7
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を

対
象
に
、
地
域
や
団
体
が
敬
老
会
を
開

い
た
場
合
、
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
従
来
は
、
一
人
当
た
り
ー
、
1
0

0
円
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
こ
の
額

が
ー
、
2
0
0
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
年
寄
り
を
敬
い
長
寿
を
み
ん
な
で

祝
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
高

　
齢
福
祉
係
（
智
内
線
燭
）
ま
た
は
、

　
公
民
館
（
本
館
、
各
地
区
館
）
へ
。

武道会員募集

対　象 練習日

柔 小学生 月・水・金の
～一般

道 （男女問わず〉 午後7時～

兜 幼　児
月・水・木・金

工
～一般 の午後7時～

手 （男女問わず） （※鴛麟黒は）

相 小学生
～　一　般

日・水・金
日二午前10時～

撲 （男子のみ）
水・金：

　午後7時～

小学2年
剣 ～一般 月・水の

道 〔ll鞠 午後7時～

ム
武道館の各道場で行ってい

云 ます。

場
ださい。

希望者は練習日においでく

管
外
体
幕
設
使
用
料
（
開
設
－
月
－
n
月
幽

施
　
　
設
　
　
名

酬
5
”
QO
～
四
7
H
OO

田
6
H
O
O
～
1
0
H
O
O

備
考

野
　
　
　
球
　
　
　
場

〔
顯
川
運
動
舩
園
〕

運
　
　
動
　
　
広
　
　
場

（
岩
野
山
、
東
部
、
飛
渡
）

1
時
間
　
　
　
　
5
5
0
円

みの」用専「

市
営
笹
山
野
球
場

1
時
間
　
　
　
　
9
0
0
円

青
少
年
運
動
広
場

信
濃
川
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

1
時
間
　
　
　
　
4
5
0
円

先優」用専「

信
濃
川
運
動
公
園
庭
球
場

1
時
間
　
1
面
　
1
5
0
円

城
ヶ
丘
庭
球
場
1
時
間
－
面
1
5
0
円

夜
間
照
明
使
用
”
3
0
分
1
面
3
0
0
円
加
算

　
　
　
（
「
個
人
」
「
年
間
」
使
用
の
場
合
も
加
算
）

場技競上陸

競
　
　
　
技
　
　
　
場

芝
生
部
分
の
み
使
用

団
体
練
習
使
用

1
時
間
　
　
　
2
、
2
0
0
円

－
時
間
　
　
　
　
9
0
0
円

－
時
間
1
団
体
1
、
0
0
0
円

みの」用専「

本
部
室
、
会
議
室

審
判
員
役
員
室

1
時
間
　
1
室
　
2
5
0
円

　
（
大
会
等
で
の
使
用
は
競
技
場
使
用
料
に
含
ま
れ
る
）

園公動運沢水

野
　
　
球
　
　
場

庭
　
　
球
　
　
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

1
時
間
　
　
　
　
5
5
0
円

1
時
間
　
1
面
　
1
5
0
円

1
時
間
　
－
面
　
1
5
0
円

ドン一フツ閣ポス》サ

総
合
公
園
野
球
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

－
箪
講
賭
誉
錨
円

夜
間
照
明
使
用
”
3
0
分
3
、
0
0
0
円
加
算

みの」用専「

総
合
公
園
庭
球
場

－
面
－
箪
講
縛
濡
開

※“被保険者等ケとは会社などに勤務し雇用保険に入っている被保険者です。
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饗
石
邦
子
氏
講
演
皇

　
～
生
き
る
こ
と
愛
す
る
こ
と
～

■
と
　
き
　
4
月
2
5
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

■
講
　
演

　
講
師
H
大
石
邦
子
氏
（
作
家
）

　
演
題
晶
生
き
る
こ
と
愛
す
る
こ
と
」

■
入
場
料
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
㈹
十
日
町
青
年
会
議

　
所
（
商
工
会
議
所
内
盈
5
7
1
与
1
1

　
1
）
へ
。

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痺
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
け
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
受
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
る
　
半
を
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
卒
い
礼
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
高
あ
洗
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
生
子
に
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
女
撃
ク
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
津
衝
ッ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
会
の
リ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
立
ス
ト
椅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
津
県
バ
カ
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
年
年
年
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
3
6
3
9
4
3
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
S
S
S
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆

饗
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
出

　
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
・
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
第
2
4
回
身
体
障
害
者
研

修
旅
行
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
「
ナ
カ

ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
で
青
空
寄
席
な

ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
さ
わ
や
か
な

春
の
一
日
を
過
ご
そ
う
と
計
画
し
ま
し

た
。
こ
の
旅
行
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
2
3
日
㈲
（
日
帰
り
）

■
と
こ
ろ
　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
（
川
西
町
）

■
参
加
費
無
　
料

■
持
参
品
　
昼
食
、
飲
み
物

■
申
し
込
み
　
4
月
3
0
日
働
ま
で
に
㈹

　
十
日
町
青
年
会
議
所
へ
。

　
2
3
期
婦
人
電
気
教
昌

■
受
講
期
問
　
5
月
～
1
1
月
　
6
回
コ

　
ー
ス
（
毎
月
1
回
第
3
水
曜
日
の
午

　
前
中
、
8
月
は
休
み
ま
す
）

■
開
講
日
　
5
月
1
9
日
㈱
午
前
9
時

　
3
0
分
～

■
受
講
料
1
、
0
0
0
円

■
講
座
内
容
電
気
の
基
礎
知
識
、
修

　
理
実
習
、
施
設
見
学
、
料
理
実
習
等

■
定
　
　
員
　
2
5
人

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

　
業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
盈
52

　
1
3
1
0
7
内
線
識
）
へ
。

　　労

働
保
険
は
の
鐸
盟

　
平
成
5
年
度
の
年
度
更
新
に
よ
る
労

働
保
険
料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、

5
月
1
7
日
㈲
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
お
早
目
に
保

険
料
申
告
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、
最

寄
り
の
銀
行
等
に
申
告
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
5
月
1
5
日
は
土
曜
日
に
当
た

り
窓
口
・
金
融
機
関
共
に
休
み
に
な
る

た
め
1
7
日
㈲
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
労
働
基
準
監

　
督
署
（
智
52
－
2
0
7
9
）
へ
。

冒
い
墨
催
茗
発
晶

■
対
象
者
重
度
の
身
体
障
害
者

　
（
1
級
か
2
級
）
の
人

■
配
布
枚
数
　
一
人
に
つ
き
2
0
枚

■
申
込
方
法
　
近
く
の
郵
便
局
に
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
郵
便
局
・
福
祉

　
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
5
月
31
日
㈲
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
郵
政
省
郵
便
局
切
手

　
文
通
振
興
課
（
智
0
3
－
3
5
0
4
1

　
4
3
8
2
）
へ
。

響
木
又
の
「
花
見
会
』

■
と
　
き
　
4
月
2
5
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
分
～

■
と
こ
ろ
　
枯
木
又
分
校

■
会
　
費
　
大
人
1
、
5
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
　
　
5
0
0
円

■
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
阿

　
部
浩
之
（
東
枯
木
又
智
5
9
1
2
2
0

　
4
）
へ
。

繋
師
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
申
し
込
晶

　
薬
師
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
、
平
成
5
年
度
定
期
的
に
利
用
し

た
い
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
重
複

す
る
場
合
は
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
㈲
ま
で
に
中

　
条
地
区
公
民
館
（
奮
52
－
2
7
4
8
）
へ
．

㌘
営
住
宅
入
暑
募
轟

■
黒
沢
県
営
住
宅
（
簡
易
耐
火
2
階
建
）

　
▼
募
集
　
1
戸

　
（
6
畳
3
室
、
3
畳
1
室
、
D
K
）

　
▼
家
賃
2
6
、
3
0
0
円

■
申
し
込
み
　
4
月
2
0
日
㈹
ま
で
に
建

　
設
課
建
築
住
宅
係
（
智
内
線
鰯
）
へ
。

交通安全キャンペーン

■春の全国交通安全実施中

曝
、
総需
　
，
，

　
　
：
コ

Q
　
　
，
ー
食
　
　
・
’

））蓼
お
彿
、

気をくばれ

車のかげから

黄色い帽子

／ノ

3月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成5年 11（35） 12（38） 2（2）

平成4年 7（20） 9（22） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成5年 6（21） 8（30） 0（1）

平成4年 7（20） 9（25） 0（0）

計
平成5年 17（56） 20（68） 2（3）

平成4年 14（40） 18（47） 0（0）

　　　　　わき見運転で死亡事故
　’　●9
　∂咳
　　璽　　3月22日（月）午後2時15分ご

　　　　ろ、太子堂地内の国道で下条方

面から来た67歳の女性が運転する乗用車

がわき見運転をし、横断中の84歳の女性

をはね死亡させました。また、30日（幻に

は北鐙坂の県道で高校生のバイクが78歳

の女性をはねて死亡させ、自分も意識不

明の重体という事故が発生しました。

「新潟県高齢者大学』の学生募集

■入学資格　おおむね60歳以上の人。ただ

　し、専門課程は基礎学習課程を終了した

人を優先します。

講座の種類 学習のねらい 授業日数（年）

基礎学習
課　　程

生涯学習の中で高齢者
の地域活動の方法など
について学習します

延べ25日間
（2年間）

専
門
課
程

灘ボラン

ティア講座

福祉ボランティア活動
の方法について学習し
ます

8日間
（1年間）

ワ“プ

ロ講座

ワープロ操作の基礎を
学ぶことにより社会活
動の一助とします

10日間
（1年間）

■会場と募集定員

基礎学習課程
新潟市（120人）、長岡市（60人）

上越市（60人）

福祉ボランティア講座 新潟市（40人）、長岡市（40人）

ワープロ講座 新潟市（20人）

■学習期間　入学式　平成5年5月31日（月）

授業日　平成5年6月から9月まで。

■経費　授業料は無料。教材費（年2，000円）

通学費等については本人負担。

■申込手続き　4且30日働までに入学申込

書（市社会福祉事務所にあります。）に必

要事項を記入のうえ、62円切手を貼った

返信用封筒を添えて、新潟県高齢者大学

事務局まで提出。

■問い合わせ　社会福祉事務所高齢福祉係

　（暦内線136）へ。
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y難
灘
欝
灘
鞭
麟
灘
灘
欝
雛

　
ニ
ツ
屋
か
ら
、
七
〇
〇
㌶
く
ら
い

山
道
を
の
ぽ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
野
中

の
集
落
あ
と
が
あ
る
。
地
形
は
西
に

緩
く
傾
斜
し
た
面
に
田
や
畑
が
ま
だ

少
し
残
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
形
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
古

い
地
す
べ
り
の
跡
地
で
、
湧
き
水
が

豊
富
な
こ
と
か
ら
人
が
住
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
集
落
あ
と
を
横
切
る
道
路
か
ら
下

手
に
小
さ
な
沼
が
見
え
る
。
こ
れ
が

「
は
た
お
り
の
池
」
で
あ
る
。
近
年

ま
で
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
沼
の
大
き
さ
は
、
直
径
三
〇
㌶
ほ

ど
で
丸
く
、
水
深
は
中
央
部
は
二
材

く
ら
い
は
あ
ろ
う
か
。
直
径
三
材
く

ら
い
の
浮
島
が
一
つ
あ
り
、
風
に
吹

か
れ
て
漂
っ
て
い
る
。
集
落
が
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
こ
ろ
、
お
盆
休
み
に
は

若
い
衆
が
数
人
乗
り
、
こ
ぎ
ま
わ
っ

て
遊
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。

　
こ
の
沼
に
は
幸
い
鯉
が
放
さ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
今
も
フ
ナ
や
シ
ナ
イ

モ
ツ
ゴ
や
ド
ジ
ョ
ウ
だ
け
で
あ
る
。

　
植
物
も
昔
の
ま
ま
で
、
カ
キ
ツ
バ

タ
・
シ
ョ
ウ
ブ
・
コ
ウ
ホ
ネ
、
氷
河

期
に
栄
え
た
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ス
イ
レ

ン
の
先
祖
と
い
わ
れ
る
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
、

珍
し
い
コ
バ
ノ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
、
食
べ

ら
れ
る
ジ
ュ
ン
サ
イ
な
ど
よ
く
生
育

し
て
い
る
。
池
尻
か
ら
流
れ
出
す
細

い
水
路
に
は
水
中
か
ら
ピ
ン
ク
の
花

を
咲
か
せ
る
ミ
ズ
オ
オ
バ
コ
も
密
生

し
て
い
る
。

　
ト
ン
ボ
の
仲
間
に
も
シ
ベ
リ
ア
系

の
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
た
く
さ
ん
す

ん
で
い
る
。
少
な
く
な
っ
た
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
い
系
統
の
動
植

物
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
沼
の
成

立
年
代
と
は
無
関
係
で
な
く
、
学
術

上
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る
。

はたおりの池

ρ颪

ラガマヤ

　低山帯の雑木林や森林に1年中住んでおり、冬は平地でも

見られるスズメくらいの大きさのシジュウカラ科の鳥です。

　頭が大きく、雌も雄も同じ色をしています。背中は、上の

方に茶色が少しあるほかは少し青みかかった灰色です。胸か

ら腹にかけては茶色で頭は黒く、うしろにクリーム色の斑紋

があります。顔もクリーム色でのどには黒い三角形の斑紋が

あります。

　5月から6月にかけての繁殖期には、「ツーツー、ピィー、

ツツピー」といった声でゆっくりと繰り返してさえずります。

鍵馨

灘囎饗
縢

　春の全国交通安全運動が6日から

始まり、市内一円で街頭指導が行わ

れました。本町通りの交差点では、

事故防止を呼びかけるチラシが配ら

れました。今年の小学校の新一年生

は508人。先輩に見守られながら元気

よく登校していきました。幼ない命

とお年寄りを交通事故から守るため、

運転者は十分注意しましょう。

、

　　　雨の動き
　　　　　蓬『3i翻業團観荏鎌

口火團　鞠，懸鶉爽硝輪欝鞠欝）

　　男　鯉，駆6蒸蓬鯉・遡認）
　　i藁　　瑠，麗鋤譲禦　一補溺

讐撞帯数　　鯉．麗籔　鮪簾灘雛一翻嚢

幽
編
集
後
記

　
四
月
は
出
会
い
の
季
節
。
入
学
・
入

社
・
異
動
と
、
新
し
い
環
境
の
中
で
と

ま
ど
っ
て
い
る
人
が
お
お
ぜ
い
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
真
新
し
い
黄

色
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
新
一
年
生
が
、

前
を
行
く
上
級
生
の
後
ろ
を
歩
く
、
集

団
登
校
の
姿
は
カ
ル
ガ
モ
フ
ァ
ミ
リ
ー

み
た
い
で
す
ね
。

　
広
報
を
担
当
し
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

報
か
あ
ち
ゃ
ん
の
㊥
が
異
動
し
、
㊥
よ

り
も
若
く
見
え
る
金
子
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
月
号
か
ら
色
や
レ
イ
ア
ウ
ト

を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
ま
し
た
。
さ
ら

に
新
企
画
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
英
会
話
レ

ッ
ス
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
。
出
来
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
㊥

20




